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2023年度～2025年度公益財団法人教科書研究センター委託研究報告書 

 

教科書研究センターの研究成果物を教材とした大学・大学院のシラバス

開発と授業実践に関する研究 

―国語科教職課程関連科目を中心として― 

 

０ はじめに 

 

 本研究は、公益財団法人教科書研究センターの委託により、2023 年度から３カ年の研究

として行われたものである。研究チームは、教科書研究センターの研究に継続的に関わっ

てきており、センターにおける研究の発展的な展開として企図されたものである。教科書

研究センターは長年にわたり教科書に関わる研究を行い、関連著作物も多くありながら、

大学教育・大学院教育の場での活用があまりなされていないという課題があった、本研究

はその課題に応え、教科書研究センターの研究成果を活用する方向で、実際にシラバスを

開発し、その授業を実施、結果について考察するという実際的な教育活動に基づく研究で

あり、ここにその成果をまとめる。 

 

1 研究の目的 

 

【概要】 

 『“新しい”教科書の使い方』小学校編・中学校編、『すぐに使える学習者用デジタル

教科書活用事例集』小学校編・中学校編、『小学校・中学校 国語科教科書教材手引きの新

旧比較－2017 年学習指導要領告示前後の版を比較して－』、『授業における国語科教科書

の使い方に関する調査研究－授業実践の参与観察とインタビューを通して－』『教科書の

使い方に関する研究報告書』等の教科書研究センターの研究成果を教材として使う大学・

大学院教職課程関連科目におけるシラバス作成、授業実践とその効果に関する実践的実証

的な事例研究である。従来教科書研究センターの研究成果物を教材として補助的に用いる

ことはされてきているが、シラバスに明確に位置づけた実践はほとんどなされていない。

小学校の教職課程、中学校・高等学校の教職課程、教職大学院においてそれぞれシラバス

への位置づけと、授業実践における効果の検証、シラバスの提案を行う。 

 

【解説】 

 大学における教職課程や教職大学院の科目シラバスでは、テキストや参考資料を明示す

る形になっているが、いわゆる教職課程用のテキスト以外では、学習指導要領や同解説が

多く用いられているものの、教科書や教科書に関する研究物が指定されていることはほと

んどない。教科書研究センターでは教科書に関する研究を蓄積してきており、近年では、

海外との比較研究のみならず、学校における実際的な教書の使い方にかかわる研究も進め

てきており、その成果を刊行物として世に問うている。こうした研究成果を教材として大

学の教職課程や教職大学院のシラバスに明記し、授業を展開して、その成果を明らかにす
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ることが重要な意味を持つと考えられる。本研究はその端緒を開くものである。 

 

２ 研究の内容と方法 

 

１）初等国語科教育法、中等国語科教育法、教職大学院の教科教育関連科目などのシラバ

スの収集・交換とその内容の検討 

２）教科書研究センターの研究成果物を反映したシラバスの作成と交換 

３）シラバスに反映できた大学から、当該シラバスに基づいた授業実践と記録 

４）授業の参観および効果の検討（訪問による参観・検討会） 

５）効果の検討に基づくシラバスの再改訂と提案 

６）報告書の作成 

（令和５年度） 

・初等国語科教育法、中等国語科教育法、教職大学院の教科教育関連科目のシラバスの交

換とその内容の検討 

・教科書研究センターの研究成果物を反映したシラバスの作成 

（令和６年度） 

・作成したシラバスに基づいた授業実践 

・授業の参観および効果の検討 

（令和７年度） 

・中間的な報告に基づく相互の検討 

・効果の検討に基づくシラバスの再改訂の検討 

・学会等における中間報告 

・報告書の作成 

 

３ 研究組織 

 

氏  名 所 属 ・ 職         

松本 修 玉川大学教職大学院 教授 

佐藤 多佳子 上越教育大学教職大学院 教授 

西田 太郎 兵庫教育大学教職大学院 准教授・玉川大学教職大学院 准教授 

井上 功太郎 美作大学 准教授 

小林 一貴 岐阜大学 教授 

坂口 京子 静岡大学 教授 

桃原 千英子 沖縄国際大学 教授 

山口 政之 敬愛大学 教授 

研究代表者 2023～2024 年度 松本修  2025 年度 西田太郎 
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４ 研究分担者による報告 

 

 ここでは、それぞれの研究分担者が行ったシラバス改訂とその授業の実態・成果につい

て報告する。 

 

４－１ 玉川大学教職大学院におけるシラバス改訂と授業の実態・成果（松本修） 

４－１－１ シラバス改訂 

 玉川大学教職大学院では、現職院生向けの「授業デザインの研究と実践」という科目で、

シラバス開発を行った。小学校教員向けと中学校・高等学校教員向けに科目は分かれてい

るが、基本的に同じシラバスなので、ここでは、小学校教員向けのシラバスを提示する。 

 もとのシラバスは以下のようなものである。 

 

シラバス授業デザインの研究と実践 (教職大学院)【小学校】[現職用] 

授業概要 (Course Outline) 

 本講義は、小学校教諭現職学生用である。学習理論をふまえた授業デザイン論にのっと

り、学習指導案の作成と検討を行う。具体的には、学習指導案をデザインするプロセスに

即して、学習指導要領と教材の本質に照らして、目標の明確化、課題（問い）の分析、教

材研究、授業評価の方法の検討の各段階について、実際に指導案を検討しながら学習する。

この授業を通して、授業の改善という視点に立った、評価に裏付けられた指導案を作成す

るための知識と技術を身につけ、教員へ指導できるだけの理論的背景を含めた力を身につ

ける。 

到達目標 (Objectives) 

・学習指導のあり方や評価の方法、学習指導案をデザインするプロセスについて理論的に

整理し、学習指導案の作成や改善において指導助言ができる。（現職・管理職候補：管

理職候補については主幹教諭等への指導助言を含む） 

・教材研究の実践を通して、教材の収集や選択、課題等について理解を深め、教材研究に

ついて指導助言ができる。（現職・管理職候補：管理職候補については主幹教諭等への

指導助言を含む）  

授業計画 (Course Schedule) 

テーマ(Theme) 

第 1 回 授業デザインの問題点 【講義・討議】  （松本）  

第 2 回 目標の明確化と評価のあり方 【講義・討議】  （松本）  

第 3 回 学習課題（問い）の検討 【講義・討議】 （松本）  

第 4 回 教材研究のあり方 【講義・討議】 （松本）  

第 5 回 学習指導案の作成と検討（１） 【発表・グループ討議・全体討議】（松本） 

第 6 回 学習指導案の作成と検討（２） 【発表・グループ討議・全体討議】（松本） 

第 7 回 学習指導案の作成と検討（３） 【発表・グループ討議・全体討議】（松本） 

第 8 回 学習指導案の作成と検討（４） 【発表・グループ討議・全体討議】（梅田） 

第 9 回 学習指導案の作成と検討（５） 【発表・グループ討議・全体討議】（梅田） 

第 10 回 学習指導案の作成と検討（６） 【発表・グループ討議・全体討議】（梅田） 



- 4 - 

第 11 回 学習指導案の作成と検討（７） 【発表・グループ討議・全体討議】（梅田） 

第 12 回 学習指導案の作成と検討（８） 【発表・グループ討議・全体討議】（梅田） 

第 13 回 学習指導案の作成と検討（９） 【発表・グループ討議・全体討議】（梅田） 

第 14 回 学習指導案の作詞と検討（10） 【発表・グループ討議・全体討議】（梅田） 

第 15 回 授業デザインの問題点をどう解決するか 【討議・講義】（梅田） 

教科書 (Textbooks) 

 書名 (Title) 著者名 (Author) 出版社 (Publisher) ISBN コード (ISBN Code) 

『小学校学習指導要領解説 総則編』文部科学省 東洋館  978-4-491-03461-4 

『小学校学習指導要領解説 各教科編』文部科学省 東洋館 978-4491034621  

 

 このシラバスの第５回第６回を改訂し、教科書研究センターの研究成果物を活用するも

のとする。現職学生対象なので、学校における研修や行政における研修でどのような研修

をデザインするのかを考えさせる方向である。 

 改訂部分は以下の通りである。 

 

第 5 回 『“新しい”教科書の使い方』の使い方 【講義・グループ討議・全体討議】（松 

本） 

第 6 回 『すぐに使える学習者用デジタル教科書活用事例集』の使い方 【講義・グルー 

プ討議・全体討 議】（松本） 

第 5 回  

テーマ Theme 『“新しい”教科書の使い方』の使い方 【講義・グループ討議・全体討議】

（松本） 

キーワード Key Word 

 学習指導案 教科の特性（資質・能力） 目標・評価 学習者の特性 教科書 学習の 

手引き  

授業概要 Detailed Course Outline 

 『“新しい”教科書の使い方』（小学校編：教科書研究センター）を読み、自分自身の教科

書の使い方について振り返るとともに、このテキストを用いた校内研修のあり方を考え、

討議し、教科書の使い方を含めた学習デザインのあり方についてこれまでに検討してきた

内容をふまえ、改善すべき点を具体化し、指導案の改善につなげる。 

授業外指示 (課題等)Assignment 

 『“新しい”教科書の使い方』を読み、学校の研修などでどのような使い方をするか考え、

発表できるようにしておく。自分がどのように教科書を使ってきたかについても考え方も

含め、説明できるようにしておく。  

第 6 回  

テーマ Theme 『すぐに使える学習者用デジタル教科書活用事例集』の使い方 【講義

・グループ討議・全体討議】（松本）  

キーワード Key Word 

 学習指導案 教科の特性（資質・能力） 目標・評価 学習者の特性 デジタル教科書 

教材研究 学習課題  
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授業概要 Detailed Course Outline 

 『すぐに使える学習者用デジタル教科書活用事例集』（小学校編：教科書研究センター）

を読み、自分自身のデジタル教科書の使い方について振り返るとともに、このテキストを

ふまえたデジタル教科書を用いた授業のあり方、および、このテキストを用いたデジタル

教科書を用いた校内研修のあり方を考え、討議し、学習デザインのあり方について、これ

までに検討してきた内容をふまえ、改善すべき点を具体化し、指導案の改善につなげる。 

授業外指示 (課題等)Assignment 

 『すぐに使える学習者用デジタル教科書活用事例集』を読み、授業や学校の研修などでど

のような使い方をするか考え、発表できるようにしておく。自分がどのようにデジタル教

科書を使ってきたかについても考え方も含め、説明できるようにしておく。  

 各自が作成した指導案について、その狙いを各観点から説明できるようにする。自分で考

えている課題についても説明できるようにする。  

教科書 (Textbooks) 

 書名 (Title) 著者名 (Author) 出版社 (Publisher) ISBN コード (ISBN Code) 

『小学校学習指導要領解説 総則編』文部科学省 東洋館  978-4-491-03461-4 

『小学校学習指導要領解説 各教科編』文部科学省 東洋館 978-4491034621  

『“新しい”教科書の使い方』（小学校編）教科書研究センター  

『すぐに使える学習者用デジタル教科書活用事例集』（小学校編）教科書研究センター 

 

４－１－２ 授業参観の実施 

 研究計画では、いくつかの授業について相互に参観する予定であったが、日程などの都

合から難しく、実際には、玉川大学での授業参観を実施するにとどまった。以下のような

日程で行われた。 

 

 １） 日時 １０月１５日火曜日 １１：００～１５：００ 

 ２） 会場 経塚棟 Ｌブース 

 ３） 内容 「授業デザインの研究と実践」（現職）における授業参観 

      および研究打ち合わせ  

参加者 

・小林一貴（本研究 委員 岐阜大学教授） 

・佐藤多佳子（同上 上越教育大学教職大学院教授） 

・西田太郎（同上 兵庫教育大学教職大学院准教授） 

・井上功太郎（同上 美作大学専任講師） 

・桃原千英子（同上 沖縄国際大学教授） 

  ・小滝恵子（教科書研究センター 事務担当） 

・平野佳那子（教科書研究センター 事務担当） 

 現職派遣院生が教師不足から減った状況もあり、小学校・中学校教員を合わせたクラス

で行った。当日の発表担当は小学校教員で、テキストとしては『“新しい”教科書の使い

方』（小学校編）教科書研究センター を用い、校内研修のプランの発表であった。 

 下に、そのプランを示す。 
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発表された研修プラン 
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発表についての振り返り 

 「教科書を開かずに使うこと」と「開いて使うこと」の２つの方向で使い方を考えなが

ら、自身の教科書の使い方を振り返る良い機会になりました。 

 

 自身が使いやすいと感じるのは、導入の段階で、既有の知識や経験を引き出し個人で整

理することを教科書で行い（今回の単元ではゴムの車の絵）、それから、実際の事象や物

と出会う（ゴムの車で遊ぶ）、そこで「課題を見いだす」というような学習の過程での使

用でした。 

 

教科書を開かずに使う場合は、教師の声掛けの参考にすること。 

 

 部分的に用いる場合は児童の個人差を埋めるための手段として一部の児童が補助的に使

うこと、安全面の確認のみ用いるなどのポイントで用いることが良いと考えました。 

教科書を我流で使っていましたが、「開く」「開かない」それぞれの使い方もメリット学

習指導要領の解釈も含め、新たな視点をいただき、勉強になりました。各単元の流れの中

で、教科書をうまく利用した授業を来年意識して現場で取り組みたいとおもいました。 

 

４－１－３ 授業の成果 

 2023 年度後期、2024 年度後期における現職派遣教員対象の教職大学院科目授業デザイ

ンの研究と実践」において、シラバスに記載したような、教科書研究センターが作成した

出版物を教材とした研修の企画を作成してもらった。（2023 年度は試行）授業参観以外の

部分での授業では以下のような発表がなされた。 

 

 2023年度 

 

①『“新しい”教科書の使い方－よりよい授業づくりのために－』(小学校編)を活用した研

修   社会科の教科書を事例に 

・平成 27 年学習指導要領改訂前までの社会科の教科書と現在使っている社会科の教  

科書を比較し、従来の教科書の特徴と新しい教科書の特徴(または新しい教科書の特  

徴のみ)をペアやグループで話し合い、冊子 pp.14-15 から、いくつか新しい教科書  

のポイントを検討する。(「問題解決過程」の教科書構成、(1)~(5)の中でいくつか) 

・3 グループに分かれて、新しい教科書を使った授業方法を話合い、発表する 

 「教科書のどこの部分をどのように活用するのか」に着目して具体的に検討する 

  (本文、地図、グラフ、図・写真、キャラクター、イラストなど) 

   1「導入部分の活用のしかた」を検討するグループ 

    ・第 4 学年「水はどこから」のページ 

   2「展開部分の活用のしかた」を検討するグループ 

    ・第 5 学年「米作りのさかんな地域」のページ 

   3「終末(まとめる)部分の活用のしかた」を検討するグループ 

    ・第 3 学年「事故や事件からまちを守る」のページ 
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②「特別の教科 道徳」(テキスト p.42~)を事例に、単元の考え方と教科書の使い方を考 

える校内研修 

 ◎「年間の組み立て」 

  ・内容項目と教材との対応関係 

  ・道徳教育の全体計画、年間指導計画との関連 

 ◎「各時間の進め方」 

  ・道徳科の目標の理解 

  ・ねらいに迫る中心発問の設定 

 ◎「教科書の使い方 Q&A」...これまでリアルに現場で上がってきた疑問が取り上げら 

  れている。 

  ・教科書の使用義務(学校教育法第 34 条)の確認 

  ・教材を途中で区切って読んでいいのか。 

  ・道徳的価値やねらいを自然に気付かせたほうがよいのか。 

  これを踏まえて自分はどういうふうに教科書を使ってきたかを振り返る。 

 

③教科書の使い方についての校内研修 

 以下の内容を確認する 

 ・教科書は学習指導要領に沿って作られている。 

 ・指導と評価の一体化が構成されている。「主体的、対話的で深い学び」 

 ・教科書の性格は、教科によって大きく異なる。 

 ◆他教科同士の関係や関連を踏まえて使うことについて事例（算数科）を見る『教科書 

 の使い方』(p.48~) 

    「算数科におけるグラフの学習と 国語科・社会科・理科におけるグラフを活用した  

   学習の関連 -想定されるグラフの学習時期とグラフの表現形式を基に-」『日本教育 

 工学会論文誌』(2021)の関連図を用いて、相互の関連を確認し、以下の課題で演習する。 

    課題：各学年の教科書で教科と単元を一つ決めて、それがどの学年のどんな教科と関 

     連しているか話し合ってみましょう。 

 

 2024年度 

①『学習者用デジタル教科書 活用事例集』（小学校編）を用いた LD 児童への支援の方 

 法 

 ねらい：LD の児童への学校の支援不足による困難にふれ、デジタル教科書もふくめた 

    支援の方法について知る 

・文部科学省の定義確認 

「学習障害は、その原因として中枢神経に何らかの機能障害があると推定されるが、視覚

障害、聴覚障害、知的障害、情緒障害などの障害や、環境的な要因が直接の原因となる物

ではない。」 

・LD の原因について確認 

 手の出力 目の入力 （文字が歪んで見えるなど） 
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 脳内で「図形認知、視覚認知」「視覚記憶 」「音韻意識」 

          （形を見てわかる）（目で見たものを覚えておく） 

・当事者の困りに触れる  

 「怠けてなんかない！ ディスレクシア～読む書く記憶するのが困難な LD の子どもた 

 ち」品川裕香 著 2003 岩崎書店 

 以上をふまえて、以下の活動を行う。 

・個人作業で支援方法を考える。 

 「A 君は、LD があり、すらすらと文章を読むことができません。どんな支援方法を考 

 えますか」 

  3 分で書いてみてください。たくさん書ける方はたくさん書いてください。 

  支援については「デジタル教科書の活用事例の pp.58-61 が参考になります。 

    4 人でグループワーク グループで何を書いたか共有をしてください。 

    グループワークのなかで、書き足してください。 

 ・教室での合理的配慮についての補足 

受講院生の感想例 

 LD 児童支援という視点で、デジタル教科書の使用を推進する研修の内容がよいと思

いました。デジタル教材を扱う際には、デジタルの利点を把握することが欠かせないと

考えます。読む場所を示すマーカーの色をすぐ変えることができるなど、その子に合っ

た支援をその場で試しながら探ることができるのがデジタル教科書（教材）の大きな利

点です。読む場所を示す穴あき教材（アナログ）は身体感覚を伴う利点があり、それが

合う子もいるはずです。デジタルありきではなく、デジタルは支援の手段の一つ、とい

う認識で協議が進んでいたことがよかったと思います。 

 

②『すぐに使える学習者用デジタル教科書活用事例集』（中学校編）を用いたデジタル教

科書の使い方研修(中学理科) 

・『すぐに使える学習者用デジタル教科書活用事例集』を読み、自分自身のデジタル教科

書の使い方について振り返るとともに、このテキストをふまえたデジタル教科書を用いた

授業の在り方、および、このテキストを用いた校内研修の在り方を考える。 

・導入:理科で理解が難しかったところは？ 

  理科の学習で理解が難しかった単元を各自上げ、数人のグループで共有しよう。 

・どんなデジタル教材があれば、興味関心を高めたり、深く考察ができるだろうか？  

 各自考え、数人のグループで共有しよう。(pp.30~37 参照) 

光の単元、特に光学台の実験を事例に演習 

■ねらい デジタル教科書(教材)を用いて、見え い世界の理解を助ける方法について知る。 

     －凸レンズを通る光の道筋から、像を作図する－ 

課題:物体から出た光が、凸レンズを通してスクリーンに像をつくる際、物体とレンズ、 

 レンズの像の間の距離にはどのような関係が成り立つか、また、像の大きさ向きはん 

 うか作図から調べてみよう。 

 学習指導要領(中学理科)の確認 

 内容 
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 ア 身近 物理現象を日常生活や社会と関連付け がら,次のことを理解するとともに,そ 

 れらの観察,実験に関する技能を身に付けること。 

 イ 凸レンズの働き:凸レンズの働きについての実験を行い,物体の位置と像のでき方と 

 の関係を見いだして理解すること。 

■デジタル教科書活用のメリット(学習者用デジタル教科書活用事例集 中学校編)より 

(理科)・観察の難しい自然の事物・現象に関する動画・写真や実験器具の使い方等を解説

する動画を活用することにより、興味・関心を高めたり、深く考察することを助けたりす

ることができる。(p.3) 

＊デジタル教科書の動画を見ることと光学実験装置を使った体験とを関連づけ、理解を深

める過程を体験させる。 

受講院生の感想例 

中学の理科の授業、専門教科の先生の授業の楽しさがあると思いました。 

デジタル教材を見る場面があり、わかりやすかったです。 

生徒が実際に実験をして体験をしたうえで、デジタル教科書の実験映像や教材を個人で

用い、使い足りないところや分からなくなったところを補完していくのが良いと思いま

した。 

 

他に、『“新しい”教科書の使い方－よりよい授業づくりのために－』(小学校編)を用い

て社会科教科書の使い方において、「問題解決課程」を意識するための校内研修を行う事

例、教科・領域をまたいだ合科的、横断的な単元の作り方を考える事例が提出された。 

 

 以上のように、対象が現職院生ということもあるが、具体的な研修計画が提示され、リ

フレクションから見るように、そこからの発展を構想できるものが出された。今後、こう

した発表を参照できるようにして（Google Classroom での共有）、次年度以降の授業を

充実させ、シラバスを充実させたい。 

 

（なお、玉川大学では、松本の定年に伴い、担当者が交代するので、さらなるシラバス改

訂は行わないこととした。） 
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４－２ 敬愛大学におけるシラバス改訂と授業の実態・成果（山口政之） 

 

教科書研究センターの研究成果物を教材とした授業改善 

－初等国語科指導法の授業を通して－ 

 

 敬愛大学教育学部では小学校教職課程として２年生を対象に初等国語科指導法を開講

している。指定教科書は『解説国語編』、国語科教科書 1 年上・４年上（教育出版）の

３冊である。国語科教科書は時に「教材集」と呼ばれることがあるが、そのような呼称

は適切でない。国語科教科書の読むことの教材には必ず「手引き」が示されていて、そ

の「手引き」には教科書会社の編集方針が反映されている。授業担当者である筆者は受

講生に「手引き」をよりよく活用して授業ができるようになってもらいたいと願ってい

る。そこで 2024 年度の授業を行う際、教科書研究センターの研究成果物の一つである『“

新しい”教科書の使い方 小学校』（2022）を教材として活用し、授業改善を図った。こ

の時の授業の概要を「成果物の活用事例」として以下に報告する。 

 

４－２－１ シラバスの現状 

 本学の初等国語科指導法の 2024 年度のシラバスは概ね次の通りである。なお、科目の

性質上、国語科教科書を「授業用の教科書」として受講生に購入させている。受講生のほ

とんどが千葉県内の小学校で教育実習を行い、千葉県千葉市の教員採用選考を受験すると

いう実態から、千葉県内で採択の多い教育出版社を指定している。また、小学 1 年上から

小学 6 年下の 12 冊を全て購入させることは現実的ではない。授業だけでなく予習復習で

も活用できる量として、下学年と上学年とで 1 冊ずつ、小１上と小４上の 2 冊に絞って指

定している。なお、授業で取り上げる教材についてはシラバスの「授業内容」に明記して、

受講生には予読を求めている。 

 

【授業のねらい】 

国語科教育の現状と課題をふまえて、これからの時代に求められる学力を養うための学

習のあり方を学習指導要領の内容に即して理解することをねらう。授業中は要点をノート

に整理し、キーワードが説明できるようにする。 

【授業の進め方】 

学習指導要領に示された内容と、教科書教材、学習者の実態、学習指導案の４者のつ

ながりを踏まえて、実際の授業における教師の役割や教育方法等について担当教員の実

務経験を踏まえて授業を行う。また、音読発表や実践場面演習などの実技指導を行い、

フィードバックも行う。 

【教科書】 

①文部科学省『小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説国語編』東洋館出版社 

②『ひろがることば しょうがくこくご 一上』教育出版 

③『ひろがる言葉 小学国語 四上』教育出版 

【参考文献】 
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①西本鶏介監修『教科書にでてくるお話◯年生』ポプラ社 

②浜本純逸ら監修『国語便覧』数研出版 

③角川書店編「ビギナーズ・クラッシックス日本の古典」シリーズ 

④遠藤哲夫（2005）『出典のわかる故事成語・成句辞典』明治書院 

⑤教科書研究センター(2023) 『“新しい”教科書の使い方”（小学校編）』 

⑥教科書研究センター(2023) 『すぐに使える学習者用デジタル教科書活用事例集（小

学校編）』 

【授業計画】 

回数 授業項目 授業内容 

第1回 

 

国語科の本質と目

的 

明治期からの国語科教育を概観し、現行の学習指導要領と

授業設計（言語活動を含む）について理解する。 

第2回 

 

 

言語活動の充実、

ＩＣＴ活用 

 

国語科と他教科領域の関係を授業設計の視点から捉え直す

。また、教室における言語活動およびＩＣＴ活用を教材研

究の視点から具体的に理解する。 

第3回 

 

 

 

 

入門期の学習 

 

 

 

 

小学校に入学したばかりの児童には、教室で安心して学習

ができるように配慮した授業設計をする必要がある。この

時期に求められる配慮はどの学年を担当した時でも大切に

なるので、特に理解を深めた教材研究ができるようにする

。 

第4回 

 

 

話すこと・聞くこ

と 

 

１年上「みんなにはなそう」、４年上「写真をもとに話そ

う」を例に、話すこと・聞くことの教材研究並びに学習指

導案作成について理解する。 

第5回 

 

 

 

書くこと 

 

 

 

１年上「せんせい、あのね」、「たのしかったことをかこ

う」、４年上「リーフレットで知らせよう」、「新聞を作

ろう」を例に、主題のはっきりした文章を表現させるため

の教材研究並びに学習指導案作成について理解する。 

第6回 

 

 

 

読むこと①説明文 

 

 

１年上「だれが、たべたのでしょう」、４年上「花を見つ

ける手がかり」、を教材研究し、問いと答えの構成、段落

相互の関係を読むことの指導法を明らかにした授業設計に

ついて理解する。 

第7回 

 

 

 

読むこと②物語文 

 

 

１年上「けんかした山」、４年上「白いぼうし」を教材研

究し、登場人物の像を描きながら読み進める指導法や、粗

筋を捉えたり場面を要約したりしながら主題を考えさせる

指導法を明らかにした授業設計について理解する。 

第8回 

 

 

 

 

読むこと③詩 

 

 

 

 

１年上「あいうえおの うた」、「がぎぐげごの うた」、

４年上「春のうた」を教材研究し、拍やリズムに留意して

音読を工夫することで鑑賞していく指導法を明らかにした

授業設計について理解する。また、群読指導の教材は授業

中に配布する。 
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第9回 

 

 

 

 

読書指導 

 

 

 

 

１年上「としょかんへ いこう」、４年上「分類をもとに

本を見つけよう」を教材研究し、学校図書館の機能活用を

促す授業設計について考察し、ブックトークや読書へのア

ニマシオンなど、いくつかの読書指導の実践を実際の学習

指導案から読み解く。 

第10回 

 

 

我が国の言語文化

①百人一首 

 

４年上「短歌の世界」を教材研究し、短歌の音読法として

の律読や、短歌の鑑賞、百人一首のゲームなどの指導法や

情報機器の活用方法を理解する。 

第11回 

 

 

 

我が国の言語文化

②漢詩 

 

 

５年上「漢文に親しむ」を教材研究し、教材文を情報機器

で提示する授業設計について理解する。受講生は児童役と

して模擬授業に参加し、鑑賞と音読の実際を体験し、指導

法を理解する。 

第12回 

 

 

漢字、書写 

 

 

４年上「漢字の広場」を教材研究し、ＩＣＴ機器を活用し

た新出漢字の指導法や漢字ドリルの指導法を理解する。ま

た、書写指導の基本的指導過程について理解する。 

第13回 

 

実践場面演習① 

 

パワーポイントで漢詩の提示資料を作成し、音読、鑑賞の

模擬授業を行う（漢詩グループ）。 

第14回 

 

実践場面演習② 

 

パワーポイントで故事成語の提示資料を作成し、音読、鑑

賞の模擬授業を行う（故事成語グループ）。 

第15回 

 

 

実践場面演習③と

総括 

 

パワーポイントで古文の提示資料を作成し、音読、鑑賞の

模擬授業を行う（古文グループ）。また、１５回の授業の

総括を行う。 

 

４－２－２ 『使い方』を活用した授業の実施（授業参観に替えて） 

 2024 年度後期第７回の「読むこと②物語文」の次に第８回として実施した。この１こま

分は第１５回の授業内容の替わりとした。 

 

４－２－２－１ 授業改善の構想 

 筆者がこれまで行ってきた授業では、一つの教科書教材とそれに付随する手引きをセ

ットにして指導法の授業を行っていた。例えば、シラバスの第 6 回「読むこと①説明文」

では、4 年生「花を見つける手がかり」の教材分析の後、教材文と手引きを対応させて

具体的な指導の在り方を講義してきた。同様に第 7 回「読むこと②物語文」では、4 年

生「白いぼうし」の教材分析の後、教材文と手引きを対応させて具体的な指導の在り方

を講義してきたのである。このように一つの教材とその手引きをセットとして取り上げ

ていたので、この教材ではこのように指導していくという方法面が強調され、手引きそ

のものの設計思想（教科書会社の編集方針）についてまでは十分に踏み込んでいなかっ

たという嫌いがあった。 

 今回演習教材として取り上げる教科書研究センター(2023) 『“新しい”教科書の使い

方”（小学校編）』（以下、『使い方』と略称する）には、具体例として「ごんぎつね」
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の手引きとその解説が掲載されている。しかし、『使い方』に掲載されている「ごんぎ

つね」の単元の目標が特定の教科書会社の手引きをそのまま掲載しているのではなく、

各社の手引きをもとにやや抽象化された文言として示されている（例えば「気持ちの変

化を読み、考えたことを話し合おう」）。しかし、「話し合おう」という学習活動の提

示では、実際の授業では話し合った内容を焦点化することが難しくなってしまう。それ

は話し合うという言語活動には授業者が学習者の発言内容を組織化していくことが求め

られるため、授業者の指導力（教材理解や指導経験など）が授業展開に大きく影響する

からである。 

 それでも『使い方』に示された「ごんぎつね」の手引きには、学習の流れ（まず物語

全体をつかんでから、登場人物の心情や情景を読み、学びを交流する）が示されている。

また、手引きの活用の仕方が解説されているので、受講生にとっても学習をデザインす

る際の助けるだろう。彼らに『使い方』を真剣に読ませ、手引きの活用に対する理解を

深めさせたいと思う。しかし、授業中、資料として『使い方』を配布して解説するだけ

では、受講生は『使い方』の内容を真剣に読もうとはしない。目を通すだろうが理解す

ることは難しい。それは講義という授業形態が受講生を受け身にするからである。資料

を真剣に読ませるには講義の中に演習を取り入れる必要がある。こうすることで『使い

方』を自分事として読もうとする構えが持てるのである。 

ではどのような演習を行うか。筆者の過去の指導経験を踏まえて、今回は受講生に「ご

んぎつね」の手引きの内容を自分で考えさせるような演習を構想した。同学年の他教材

の手引きを参考にしながら「ごんぎつね」の手引きを考えさせることで、単元を通して

どう読ませてどのような交流をさせるか考えさせる。教育実習に行く前の 2 年生には簡

単な演習ではない。だからこそ自身の分からなさが強調され、手引きの事例としての『使

い方』から答えを探ろうとするだろう。さらに『使い方』を読ませた後は教科書の手引

きも読ませ、その時間の演習全体を振り返らせるようにする。 

 

４－２－２－２ 本時の演習課題 

 筆者が担当する初等国語科指導法の第 7 回「読むこと②物語文」で、4 年上「白いぼ

うし」の教材研究と手引きの活用について授業をした。教育出版の国語科教科書の手引

きは、単元の目標を確認した後、次の５段階（通し番号は筆者が付した）の学習活動で

構成されている。 

 

  〇見通しをもとう（物語の「ふしぎ」について考えよう） 

  ①たしかめよう 

  ②くわしくよもう 

  ③まとめよう 

  ④つたえあおう 

  ⑤ふり返ろう 

 

まず、「見通しをもとう」で単元目標を理解させてから、①で物語の粗筋や設定を押

さえ、②で登場人物の心情を読み、③で読み取った内容を表現につなげ、④で交流した
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後、⑤「ふり返ろう」で学習全体から学習者自身の学びを振り返るといった展開である。

これを前時の授業で取り上げた後、本時である第 8 回の授業では次の４つの演習課題に

取り組ませた。受講生には自力で手引きを作成させてから『使い方』を読ませ、単元の

学習展開を見通せるようにしたい。以下に 4 つの演習課題と設定の意図について述べる。 

 

【課題①】「白いぼうし」と「一つの花」の手引きの内容を比較する。 

＜意図＞教科書の手引きの基本構成である 5 段階（「たしかめよう」「くわしくよもう」

「まとめよう」「つたえあおう」「ふり返ろう」）について教材に即して具体的に理解

させる。複数教材を例に理解させることで教材の特性に応じた課題の在り方（ファンタ

ジー作品ならその不思議さを考えたり、題名となったモノの象徴性を考えたりするなど）

も見えてくるだろう。 

【課題②】「ごんぎつね」の手引きを自作する。 

＜意図＞課題①で理解した手引きの基本構成を参考にして「ごんぎつね」の単元の手引

きの内容を考える。この課題は教育実習前の学部 2 年生にとって難しいが、手引きの内

容、つまり教材に即した組織的な学習活動の在り方について考えるきっかけとなるだろ

う。 

【課題③】自作の手引きと『使い方』に示された手引きの内容を比較する。 

＜意図＞どの程度手引きが作成できたのかが重要なのではなく、『使い方』を読んで手

引きでどのような学習活動を組織すべきなのかを受講生一人一人が構想に努めることが

重要である。ワークシートにどれだけの気づき・学びが書けるかを評価していきたい。 

【課題④】「ごんぎつね」の教科書の手引きを読んで気付きをまとめる。 

＜意図＞自作した手引きと『使い方』の手引きを比較する。また、自作した手引きと教

科書の手引きを比較する。そして受講生自身が何を学んだのかを振り返らせたい。 

 

 以上の活動ができるように、次のワークシートを作成した。ただし「白いぼうし」と

「一つの花」の手引きの文言は簡略化して示した。 

 

図１ 初等国語科指導法第８回のワークシート（実際は A4 版横） 

指導事項 Cア 登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を基に捉えること。 

教材名 白いぼうし 一つの花 ごんぎつね 

単元の目標 

 

・物語の「ふしぎ」に

ついて考えよう 

 

・場面の様子をくらべて読

み、感想をまとめよう 

 

・登場人物の気持ちの変化

を考えて、日記を書こう 

1 

 

 

 

たしか

めよう 

 

 

(1)不思議だと思った

こと 

(2)4つの場面の整理 

 

(1)題名から想像したこと 

(2)「設定」（人物・時代

・できごと） 

(1) 

 

(2) 

 

2 

 

くわし

くよも

場面ごとの松井さん

の様子や気持ち 

(1)戦争中と十年後の場面

の対比 

(1) 
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う 

 

 

 

(2)「一つ」の使われ方 

 

(2) 

 

3 

 

 

 

まとめ

よう 

 

 

この物語の不思議に

ついて考えたことを

書く 

 

「一つ」の意味を考えて感

想文を書く 

 

 

・ 

 

 

 

4 

 

 

つたえ

あおう 

 

不思議について短い

言葉で表現する 

 

感想文を読み合う 

 

 

・ 

 

 

5 

 

 

 

 

 

ふり返

ろう 

 

 

 

 

(1)不思議を通した場

面間のつながり 

(2) 不思議について

短い言葉で表現した

ときに気を付けたこ

と 

(1)初読後と精読後での感

じ方の変化 

(2)感想文を書くときに気

を付けたこと 

 

 

(1) 

 

(2) 

 

 

 

 

４－２－２－３ 本時の展開 

 本時である第 8 回の授業の展開を、4 つの課題にそって述べる。 

 

【課題①】「白いぼうし」と「一つの花」の手引きの内容を比較する。 

まず、ワークシート（図１）を配布して、課題①（「白いぼうし」と「一つの花」の

手引きを比較する）を行った。 

 まず、ワークシートには教科書の手引きの文言を簡略化して記しておいたので、「白

いぼうし」の教科書の手引きの見開きページを開かせ、単元の目標を読んでから手引き

による学習展開を確認した。単元の目標が「物語の『ふしぎ』について考えよう」とな

っているので、手引きの「まとめよう」の段階では「この物語の不思議について考えた

ことを書く」という言語活動が導かれると説明した。 

 次に、「一つの花」も同様に、単元の目標を読んでから手引きに示された学習展開を

確認した。単元の目標が「場面の様子をくらべて読み、感想をまとめよう」となってい

るので、手引きの「まとめよう」の段階では題名と関連させて「『一つ』の意味を考え

て感想文を書く」という言語活動を設定すると説明した。 

 そして、ワークシートに併記してある「白いぼうし」と「一つの花」の手引きの内容

を比べさせ、改めて教科書の手引きの 5 段階構成（たしかめよう→くわしくよもう→ま

とめよう→つたえあおう→ふり返ろう）を確認した。 

 

【課題②】「ごんぎつね」の手引きを自作する。 

 次に課題②（「ごんぎつね」の手引きを自作する）に移った。ワークシートに示して

おいた「ごんぎつね」の単元の目標を確認してから、教科書の手引きの内容を予想させ

た。期待される反応として、「白いぼうし」と「一つの花」の手引きを参考にして、そ
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れぞれの段階で次のような活動が書ければよいだろうと考えた。 

 

① 「たしかめよう」では、「物語の設定を読む」。 

② 「くわしくよもう」では、「ごんと兵十の心情の変化を読む」。 

③ 「まとめよう」では、単元の目標に示され文言から「ごん日記を書く」。 

④ 「つたえあおう」では、「日記を読み合う」。 

⑤ 「ふり返ろう」では、「日記を書く際に気を付けたことを考える」。 

 

【課題③】自作の手引きと『使い方』に示された手引きの内容を比較する。 

 そして、ワークシートに「ごんぎつね」の手引きを書き込んだ後、課題③として自作

の手引きと『使い方』に示された手引きの内容を比較させた。そして比較しながら気付

いたことをワークシートに書き込ませた。 

 

【課題④】「ごんぎつね」の教科書の手引きを読んで気付きをまとめる。 

 最後に国語科教科書に示された手引きを配布し、気付いたことをワークシートに書き

込ませた。 

 

４－２－２－４ 受講生の学び 

 以下に、4 名の受講生（A,B,C,D）による自作の手引きをワークシート形式で示し（課

題②）、その後にそれぞれの受講生が自由記述した学びの一部（課題③）、実際の手引

きを読んで気付いたことの一部（課題④）を引用し、最後に筆者による考察を示す。 

 

（１）受講生 A 

【課題②】（自作のワークシート） 

4下「ごんぎつね」 

単元の目標：登場人物の気持ちの変化を考えて、日記を書こう（教育出版） 

1 たしかめよう 
(1)６つの場面の整理 

(2)ごんについて 

2 くわしくよもう 
(1)場面ごとのごんぎつねの様子や気持ち 

(2)場面ごとの兵十の様子や気持ち 

3 まとめよう ・ごんぎつねと兵十どちらかの日記を書く 

4 つたえあおう 
・日記を読み合う 

・どうしたら仲良く過ごすことができたのか話し合う 

5 ふり返ろう 
(1)初読後と精読後での感じ方の変化 

(2)日記を書くときに気をつけたこと 

 

【課題③】（『使い方』を読んだ受講生 A の学びの一部） 

・登場人物の心情の変化だけでなく読み手の心情の変化も振り返る必要がある。 
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【課題④】（実際の手引きを読んで気付いたことの一部） 

・今回ごんぎつねの学習の手引きを自分で組み立ててみて、全ての道筋がしっかりしてい

ないとだめだということを学びました。例えば、まとめようでごんぎつねの日記を書くと

なった場合、場面の移り変わりや人物の特徴、心情の変化などを前の段階（たしかめよう、

くわしくよもう）で学んでなければ書けません。そのため、何事にもしっかり手順を踏ん

で、難しい思いをさせるのではなく、スッキリとした道筋を示すことが国語に苦手意識を

持たせないためにできることなのかなと考えました。 

 

【考察】 

課題③で「読み手の心情の変化も振り返る必要がある」と述べている。これは『使い方』

の「学習の手引き」の最後の「ふりかえろう」に「話し合う前と後とで、物語や人物に対

する考え方はどう変わりましたか」と書いてあることから、学習者自身の自己評価の必要

性にこの受講生は気づいたものと思われる。 

また、課題④では『使い方』に示されたごんぎつねの学習の手引きが、①粗筋をつかみ、

②心情変化を読み、③表現を吟味する、といった流れで構成されていることを理解してい

る。それを「スッキリとした筋道」として受け止め、日記を書くためには順を追って内容

を把握させ、それらを日記の内容に反映させるという展開に気づくことができた。 

 

（２）受講生 B 

【課題②】（自作のワークシート） 

4下「ごんぎつね」 

単元の目標：登場人物の気持ちの変化を考えて、日記を書こう（教育出版） 

1 たしかめよう 
(1)物語を読んで心に残ったこと 

(2)設定（登場人物の言動に注意する） 

2 くわしくよもう 
(1)場面ごとに「ごんはどんなきつねか」自分の考えをもたせる 

(2)「ごんがどんなきつねか」グループで話し合ってみる 

3 まとめよう ・「ごんがどんなきつねか」感想文 

4 つたえあおう ・「ごんがどんなきつねか」感想文を読み合う 

5 ふり返ろう 
(1)初読後と精読後での感じ方の変化 

(2)感想文を書くとき、読んだときに気を付けたこと 

 

【課題③】（『使い方』を読んだ受講生 B の学びの一部） 

・私はひたすらごんがどんなきつねかを追求する授業構成にしてしまったが、ごんの兵十

に対する気持ちの変化だったり、どこでその変化がわかるか考えることで“ごん”という

きつねがもっと見えてくると思った。 

 

【課題④】（実際の手引きを読んで気付いたことの一部） 

・学習の手引きを考えることはすごく難しいと思った。物語の伝えたいことが物語ごとに

違うので国語だからといって同じ進め方では内容がきちんと理解できなくなってしまう。 
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【考察】 

課題③の記述にあるように、この受講生は漠然とごんの人物像を読み取る活動を主とし

て考えていた。しかし、『使い方』には「「ごん」の兵十に対する気持ちはどこでどのよ

うに変わりましたか。」と書いてあることから、ごんの心情の変化は対役である兵十に対

する見方の変化として考えることに気づいた。 

また、課題④で「同じ進め方では内容がきちんと理解できなくなってしまう」という考

えに至り、教材に即した読み方・指導法があることにも気づいた。教材が変わっても一つ

の指導法を形式的に当てはめれば授業ができると思っていたようだが実際はそうではな

いことに気づけたのだろう。 

 

（３）受講生 C 

【課題②】（自作のワークシート） 

4下「ごんぎつね」 

単元の目標：登場人物の気持ちの変化を考えて、日記を書こう（教育出版） 

1 たしかめよう 
(1)兵十とごんの関係 

(2)６つの場面の整理 ※１ 

2 くわしくよもう 
(1)場面ごとのごんの様子や気持ち 

(2)（無記入） 

3 まとめよう 
・ごんを火縄銃でうってしまった兵十の気持ちを考えて感想文を

書く ※２ 

4 つたえあおう ・感想文を読み合う ※２ 

5 ふり返ろう 
(1)ごんの気持ちの変化 

(2)感想を書くときに気をつけたこと 

 

【課題③】（『使い方』を読んだ受講生 C の学びの一部） 

・目標に向け子どもたちが考えやすい問い方をする。※１ 

 

【課題④】（実際の手引きを読んで気付いたことの一部） 

・「学習のてびき」を自分で作成すると授業の見通しが鮮明になり、授業の方向性や計画

がとても立てやすくなるのではないかと思った。※３ 

 

【考察】 

※１「白いぼうし」の手引きに「４つの場面の整理」があったので、そのまま「ごんぎつ

ね」にも「６つの場面の整理」として適用したのだろう。「場面」に目を付けた点はいい

のだが、『使い方』では一工夫を加えて、「「１」から「６」までの場面に題を付けまし

ょう」としている。各場面に題を付けさせることで内容を要約させるのである。これによ

りテクストから要点（人・もの・こと）を取り出すことを目的とせず、要点を活用して題

もしくは小見出しとして表現させる学習をこの受講生は知ることになった。また、「整理」
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に関わる学習活動として「白いぼうし」の教科書の手引きには「松井さんが出会った人や、

もの・ことを整理しましょう。」と書いてあるので、この受講生にも学習活動の大まかな

イメージはつかめたと思われる。 

※２「一つの花」の単元の目標には「感想」という文言があり、ごんぎつねでもこの考え

を適用して「感想文を書く」とし、そのあとに「感想文を読み合う」活動を位置づけた。

これも「一つの花」の手引きをそのまま適用している。しかし、単元の目標にある「日記

を書こう」に意識が向いていない。単元の目標に「日記を書こう」と書いてある場合には

学習者の「感想」と関連づけて「どこで日記を書くという言語活動を取り入れるのか」を

考えさせなければならない。この点は授業の中で説明しておかなければならないだろう。 

※３課題④に関しては、手引きを自作して授業を進めていくことで、授業者自身が「授業

の見通しが鮮明にな」ることに気づいた。教科書の手引きを活用する際にも、学習展開を

授業者として自分の頭で吟味することのメリットが自覚できたようである。 

 

（４）受講生 D 

【課題②】（自作のワークシート） 

4下「ごんぎつね」 

単元の目標：登場人物の気持ちの変化を考えて、日記を書こう（教育出版） 

1 たしかめよう 
(1)なぜこの結末になったのか想像する 

(2)ごんぎつねの物語の場面の整理 

2 くわしくよもう 
(1)はじめとおわりでごんの心情の違いをまとめる ※４ 

(2)兵十からのこの物語の見え方 

3 まとめよう ・ （無記入） ※５ 

4 つたえあおう ・ （無記入） ※５ 

5 ふり返ろう 
(1)（無記入） ※５ 

(2)（無記入） ※５ 

 

【課題③-a】（『使い方』を読んだ受講生 D の学びの一部） 

・叙述を基にした検討が読みの学習の前提。 

・叙述の関連を表す。 

【考察-a】 

「課題③-a」で引用したように、この受講生は自由記述で「叙述」という言葉を２回使

っていた。これは『使い方』の解説部分に「考えるために必要な叙述はなにか」と書かれ

ていることに注目したものと思われる。また、自作の手引きには「はじめとおわりでごん

の心情の違いをまとめる」（※４）と書いていることから、この受講生は中心人物の心情

の変化を読むことの重要性は理解している。しかし、『使い方』を読んで心情を読む学習

では、心情がわかる「文章表現」という言い表し方ではなく、関連する文章表現の積み重

ねといったニュアンスをもつ「叙述」という言葉で表現することに気づいたのであろう。

学習指導要領でも使われている用語だが、この受講生は『使い方』読み、改めてその意味

するところを理解したものと思われる。 
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【課題③-b】（『使い方』を読んだ受講生 D の学びの一部） 

・解釈の関連性を意識した学習計画 

・ごんぎつねは全てを網羅するのか、焦点化するのか 

【考察-b】 

この受講生は「まとめよう」以降の学習内容が無記入（※５）で自分の考えを書き込む

ことができなかった。「白いぼうし」ではファンタジー作品の特徴について考え、「一つ

の花」では題名の象徴性について考えたことから敷衍して、「ごんぎつね」の学習活動を

構想することは難しいかもしれない。ここでは教材に即した学習として『使い方』では情

景表現を指摘させている（「情景や場面の様子が想像しやすい表現を見つけましょう。」）。

しかし、情景表現を指摘させる「問い」が思いつかなかったのか、『使い方』を読んだこ

の受講生は「ごんぎつねは全てを網羅するのか、焦点化するのか」と書いている。この『使

い方』を読んだだけでは学習計画（具体的な学習活動）をイメージすることはが難しかっ

たようである。 

 

【課題④】（実際の手引きを読んで気付いたことの一部） 

・今まで習ってきた国語科の学習が記憶に残っているだけだったので、授業一つ一つを細

かく見ていくととても奥深いし複雑。実際やってみると何となくのイメージはあるが、言

葉になかなかおこせず難しい。 

【考察】 

 この受講生のように、自身の学習経験を頼りに自分が行う授業を構想しようとしている

ことは、指導法を担当する教師には知られている。こうした点について「教育は遺伝する」

という言説もあるが、個々の受講生がもつ言語経験や学習経験というリソースに、国語科

指導法の専門知識と実際の手引きを得ることで授業に対する構想力がつくのである。 

そして構想力には構想内容を言語表現する作業が付随するのだが、この受講生は「言葉

になかなかおこせず難しい」と書いた。授業に関わる経験がないため、適切な言葉が選べ

ないのである。このような学習デザインの初学者には、自力で手引きが作れないという状

況を自覚させてから実際の手引きを読ませることで手引きの内容がよりよく理解でき、学

習デザインに関わる言葉も修得されていくものと思われる。 

 

４－２－３ おわりに 

 ごんぎつねの学習の手引きを作成してから『使い方』を読んだ受講生たちが学んだ内容

を具体的に考察してきた。授業時間に余裕があれば、こうした学びをグループの中で交流

してもよかっただろう。演習を振り返って受講生 A は次のように書いた。 

 

・今回ごんぎつねの学習の手引きを自分で組み立ててみて、全ての道筋がしっかりして

いないとだめだということを学びました。例えば、まとめようでごんぎつねの日記を書

くとなった場合、場面の移り変わりや自分物の特徴、心情の変化などを前の段階（たし

かめよう、くわしくよもう）で学んでなければ書けません。そのため、何事にもしっか

り手順を踏んで、難しい思いをさせるのではなく、スッキリとした道筋を示すことが国
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語に苦手意識を持たせないためにできることなのかなと考えました。 

 

受講生 A は『使い方』に示されたごんぎつねの学習の手引きが、①粗筋をつかみ、②心

情変化を読み、③表現を吟味する、といった流れで構成されていることを理解している。

それを「スッキリとした筋道」として受け止め、日記を書くためには順を追って内容を把

握してそれらを日記の内容に反映させるという展開に気づくことができた。さらにこの受

講生は学習者に対して学びの負担を慮り「難しい思いをさせるのではなく」と述べている

ことから、学習する児童の姿を思い描きながら教材研究を進める態度が見て取れ、この受

講生のもつ教師としての資質を感じさせる。 

今後受講生が小学校教諭となり、児童に対して確かな国語科学力を育てていけるように

なるためにはどのような教材研究が求められるだろうか。少なくとも場当たり的に次の時

間の授業展開を考えていくような教材研究ではいけない。単元全体を見通して、教科書の

手引きを活用しながら児童の学ぶ姿を思い描きながら学習をデザインしていくことが教材

研究の基本であることを理解させたい。それと同時に受講生が学習デザインにおける基本

的な国語科の専門用語が修得できるように初等国語科指導法の授業を行っていくことが担

当教師には求められていることが確認できた。 
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４－３  岐阜大学教育学部におけるシラバス改訂と授業の実態・成果（小林一貴） 

 

４－３－１ 

４－３－１－１ シラバスの改訂 

学部生 3 年次の授業科目「国語科教育法Ⅲ」のシラバス開発を行った。受講生は国語教

育講座に所属する学生と、他講座に所属し副免許として中学校教諭一種免許（国語）の取

得を希望する学生である。2024 年度の受講学生は 30 名（国語教育講座 22 名、副免許 8

名）である。講義では、中学校 1～3 年生の教科書教材（光村図書）を使用してグループ

ごとに単元を構想し、その中の一時間として提案授業を行った。提案授業では、担当グル

ープ（3～4 人）が授業者と授業の説明や分析等の役割を担当し、それぞれ「指導案」、「授

業説明」、「授業記録」、「授業協議に基づく分析」のレポートを作成する。また、提案

授業の後、学生は個別に大学の学習支援システムを用いて「題材・資料の扱い」「学習過

程」「授業者の役割」「教科書教材の改善の工夫」などの観点からリフレクションを書い

て提出する。 

従来の講義シラバスは以下のようなものである。 

 

授業概要：書くことの授業実践の演習を通して、書くことの教育の目標と内容、ならびに

学習指導の方法について理解する。 

到達すべき目標：書くことの教育について、理論と方法に基づいた授業を構想し実践でき

る。また、授業実践に基づく協議を通して、書くことの学習指導に関する包括的、かつ

具体的な考え方ができる。 

授業計画：   

第 1 回 国語科における書くことの学習の現状と課題 

第 2 回 ジャンルと書くことの学習過程 

第 3 回 書くことの学習指導と言語観・モデル 

第 4 回 教科書教材の特徴と授業における使用方法 

第 5 回 国語科における書くことの学習指導の現状と課題 

第 5 回 提案授業に向けた教材の選択と分析（グループ討議） 

第 6 回 提案授業の学習指導案の作成と検討（グループ討議） 

第 7 回 提案授業のリハーサルと指導案の検討（グループ討議） 

第 8 回 提案授業（物語・随筆）（グループ／全体討議、リフレクション（個人）） 

第 9 回 提案授業（物語・随筆）（グループ／全体討議、リフレクション（個人）） 

第 10 回 提案授業（報告）（グループ／全体討議、リフレクション（個人）） 

第 11 回 提案授業（報告）（グループ／全体討議、リフレクション（個人）） 

第 12 回 提案授業（意見）（グループ／全体討議、リフレクション（個人）） 

第 13 回 提案授業（意見）（グループ／全体討議、リフレクション（個人）） 

第 14 回 提案授業（批評）（グループ／全体討議、リフレクション（個人）） 

第 15 回 提案授業（批評）（グループ／全体討議、リフレクション（個人）） 

第 16 回 ジャンルの特徴の検討と学習指導の課題の協議 

参考文献： 

『中学校学習指導要領（平成 29 年度告示）解説 国語編』文部科学省（編）, 東洋館出版
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社, 2018, 978-4491034706 

『中学校・高等学校「書くこと」の学習指導』浜本純逸（監修）・田中宏幸（編）, 溪水

社,  2016, 978-4863273405  

『中学校・高等学校 文学創作の学習指導』浜本純逸（監修）・武藤清吾（編）,  溪水社, 

 2018, 978-4863274433 

 

上記のシラバスについて、2024 年度は第 3 回、第 4 回を以下のように改訂し、教科書

研究センター(2023) 『”新しい”教科書の使い方”』（中学校編）、教科書研究センタ

ー(2023) 『すぐに使える学習者用デジタル教科書活用事例集』（中学校編）の活用を取

り入れた。また、参考文献には上記の研究成果物を加え、講義時に成果物の実物とその一

部をスライドに投影して説明を行い、研究成果物を閲覧する URL を学習支援システムに

掲載した。こうした活用により、ジャンルごとにどのような単元が設けられ、テーマや題

材・素材が用いられているか、目的・内容がどのように学習過程に反映されているのかを

理解できるようにした。また、文章例と学習課題の特徴について確認、検討を行い、教科

書教材に基づいて授業者が単元を構想し、授業を展開していくための要点を把握できるよ

うにした。 

 

第 3 回 書くことの指導過程：教科書研究センター(2023)『”新しい”教科書の使い方”』

（中学校編）を活用し、教科書教材における指導過程の基本を理解する。 

第 4 回 書くことの指導過程の取り扱いの課題：教科書研究センター(2023) 『”新しい

”教科書の使い方”』（中学校編）、教科書研究センター(2023) 『すぐに使える学習者

用デジタル教科書活用事例集』（中学校編）を活用しながら、書くことの学習の基盤にあ

る言語モデルに基づいて指導過程を検討する。 

 

４－３－１－２ 研究成果物『“新しい”教科書の使い方―よりよい授業づくりのために』

（中学校）の活用 

（１）書くことの授業の構想と実践に向けた活用 

第 8 回以降の提案授業では、この第 3 回、第 4 回の解説に基づいて提案授業後の全体討

議、リフレクションにおいて研究成果物をどのように活用したかを検討した。加えて、学

生にはリフレクションにおいて提案授業が教科書教材についてどのような工夫を行ったか

を考察することを課題とした。この課題を通して、学生は授業を通して教科書の使い方の

基本を理解するとともに、教材化や学習活動等に関わる学習指導に独自の考え方を持てる

ようにした。 

教科書教材を用いる際の工夫とは、授業における書くことの学びの真正性の保証に関わ

るものである。例えば、「書くこと 中２「根拠の適切さを考えて書こう 意見文を書く」

という教科書教材では、意見と根拠を明確にして説得的な意見文を書くための学習過程、

ならびに文章例に基づいて基本構成と表現上の特徴が説明されている。こうした事柄をふ

まえつつ、実際の授業では教材化に関わってテーマや題材、素材となる資料や事柄につい

てのとらえ方、問題や課題を発見しながら書いていくための考え方等を教科書に示された

ような学習過程の中に位置づけていくことが求められる。しばしば行われる賛成／反対の

立場から意見を考えて書くといった場合にも、それぞれの立場を前提として意見を書くの
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か、両方の立場に共有されるような論点を見出して書き手にとって独自の立場から意見を

述べていくのか、というように単元の構成に関わる課題の立て方や認識のあり方などによ

って手続きは異なってくる。このような授業に固有の観点や考え方について提案授業に基

づいた検討を重ねながら、教科書の使い方について理解し、授業者としての適切な教科書

教材の用い方について考えられるようにした。 

提案授業後の協議、ならびにリフレクションにおいては、以下のような観点に基づいて

研究成果物を検討することとした。 

・書くことの領域の目的、内容の特徴 

・ジャンルの特徴、相互関係 

・授業の構想・授業実践・授業の振り返り、における使用 

・指導要領との関連 

・学習過程、具体的な文章例の扱い 

 

（２）学生の振り返り（リフレクション）の検討 

提案授業後の学生によるリフレクションを見ていく。ここでは、リフレクションの記述

に基づいて、以下、A 題材、B 学習活動、C 学習過程、D 例文の扱いに分類して見ていく。 

 

A 題材 

① 

今回の題材は、「街をよくするための森林伐採に賛成か反対か」であって、少し個人個

人の解釈にズレが生じるという意見も多かった。意見文を書く際には、できるだけ題材

への認識は共通のものにしておく必要があり、そこから個人でどう考えるか、どう書き

表すかが重要なものとなってくると思う。今回、「街をよくする」の街の規模や、よく

するとは具体的に何なのか、などが曖昧で学習者に混乱が見られた。もう少し具体的な

場面表示ができるとさらに良かったと思う。（5-意見-9） 

 

意見文の提案授業に基づく考察である。ここでは、テーマの「街をよくするための森林

伐採に賛成か反対か」の授業における学習者の受けとめ方に個人差があり、テーマや課題

を提示するだけではなく、そのとらえ方について授業者の関与が必要であることが述べら

れている。また、根拠に関わって「街をよくする」といった価値的なとらえ方について、

「よくする」とはどのようなことなのかを例えば「街の規模」や生活の様子に関連付けて、

その文脈や議論の前提が教室で図られる必要があるとしている。 

 

② 

森林伐採に焦点を当てて意見文を書かせるというのは、賛成派と反対派が分かれやすく

議論がしやすいと考えられるため、非常に良い題材であると考えられる。班交流では、

私の班は賛成派と反対派が3:1で少し反対意見が出にくかったが、同じ賛成派でも少しず

つ異なる視点の意見の主張があり、非常に興味深かった。ただ、議論が白熱してくると

、次第にテーマの「まちを豊かにするための」という部分の曖昧さを感じるようになっ

た。反対派の意見では、世界的な視点から見て、現在1分間に東京ドーム2つ分の森林が

なくなっているという大きいスケールでの主張をしたが、賛成派の一人は「まちを豊か
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にするため」を一部の地域(例えば岐阜市)と捉え、そして森林もそのまちが使うような

一部の森林(金華山)とし、小さいスケールでの森林伐採だから世界で今森林がどんどん

なくなっているとしてもそのほんの一部にすぎず影響はそれほど大きくないと主張した

。これらは、「まち」の定義が岐阜市のように一部の地域だけを指すものなのか、日本

などの国が政策等によって国のそれぞれのまちを豊かにするという意味などで用いる大

きな意味でのまちを指すのかによって、議論の方向性が変わってくると考えられる。よ

って、テーマをより詳しくし具体性を持たせられるとより良いのではないかと思った。

また、賛成派・反対派が偏ってしまい議論が進まない状態の班には、もっと教師が「こ

んな意見があったよ」「これについてどう考える？」などと声掛けをしたり、別の班と

生徒を交代したりして、より議論を深められるように工夫していくと良いと思った。（5

-意見-31） 

 

①と同様に、学習者の立場から課題の受けとめ方に幅があり、それが「まちを豊かにす

る」という根拠のとらえかたのずれにつながっていったとしている。賛成派と反対派で根

拠のとらえかたにずれが生じた場合は、議論がかみあわなくなることが指摘されており、

どのような文脈で課題をとらえ、両者の議論の前提を形づくっていくか、そこに授業者の

関与が必要であるとしている。 

 

③ 

このような授業では、題材選びというのがとても重要になってくるのだと分かった。今

回、題材をコンビニにしたことで、学習者にとって選択肢が少なく、選びやすいという

良さはあったものの、多様な方法での情報収集には向いていなかったり、調べるサイト

が限られてきてしまうという意見も出た。題材によっては学習者の思考に無自覚に制限

をかけてしまう恐れもあり、その題材を通してどんな価値を見出すことができるのか、

またどんな姿を引き出したいのかという明確な目標というものを想定して題材を決める

ことが重要であると感じた。（4-意見-9） 

 

意見文の提案授業について、題材の設定と情報収集の方法についてまず検討がなされて

いる。生活に身近な題材を設けることにより、意見の持ちやすくなり根拠となる情報の収

集もスムーズになされると提案授業を構想する側は想定していたが、実際には収集できる

情報は限られた範囲にとどまり、どのような見通しと手続きをもって情報収集をしていく

かが必要であることを指摘している。情報収集は教科書教材の学習過程に示されており、

そこに焦点化した授業の進め方についての考察となっている。また、コンビニ（営業時間）

を題材として意見文を書くことで、どのような実生活上の価値を見いだしていくことを想

定しているのかといった、課題の設定や学習者の社会生活の認識方法に関わる問題の指摘

がなされている。 

 

④ 

教材観について考えてみる。批評文を書くにあたった題材選びについて考えてみると、

今回は詩を用い、学習指導要領の記述に基づいて取り入れようとしていたところが良い

と思った。一方で、詩の伝えたいことは、詩の読み手が受け取る部分が大きく、多角的
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に分析して説得力のある文章を書くことを目的とした単元における批評文の題材に適し

ているのかどうかを検討する必要があるのではないか。詩は読解の幅が多様に担保され

ていることを踏まえると、それが良くも悪くもなる。しかし、すでに詩を批評した文章

を探し、そこに自分の考えの裏付けや根拠を支えるものを見つけることもできるだろう

。批評文を書くにあたって中学生を対象とする場合、CMや広告、社会的事象などを題

材にした方が生徒にとって取り組みやすくわかりやすいものになるかと思っていたが、

詩や歌の批評を題材にするのも面白いと捉えることができた。（8-批評-34） 

 

 批評文を書くことの提案授業についてのリフレクションである。素材に「詩を用い、学

習指導要領の記述に基づいて取り入れようとしていた」として教科書教材と指導要領の関

係を確認している。教科書では広告が素材としているが、提案授業の担当グループでは詩

を素材として教材化することを提案していた。ただ、批評文を書くために詩を分析的に読

み解くための観点を示していたものの、共通の特徴の読み取りに向かってしまい、批評文

を書くことへと関連付けていくことの難しさ、そして素材や題材による分析の観点の違い

についても考察がなされている。 

 

⑤ 

私たちの班では、本時の授業で①様々な観点から立場を考えること②どのような情報が

立を支えるのに必要か吟味することの2つの目標をもっている。そこで、私たちは『新し

い教科書の使い方』の（１）単元の目標と重点を考えましょう。（２）書くための課題

が生徒の実態に合っているか確認しましょう。を補足・修正している。 

本時は、意見を支える根拠を探すこと、反論に対する意見を十分に用意することを必要

としているため、単に(1)に書かれている情報の収集、考えの形成だけではなく、根拠の

正確さを試した情報収集、他者と交流して得る様々な観点による考えの形成に重点を置

いている。 

また、(2)について、本提案授業における意見文のテーマは、「街を豊かにするための森

林伐採に賛成か反対か」である。これは個人にとっての問題ではなく、社会にとって議

論されるべき問題であるため、どの教室でも、誰でも意見文を書くことの出来る課題で

あるといえる。よって、生徒の実態に合った内容であると言える。 

また、映画『もののけ姫』を導入で取り扱うことで、（省略）森林に生きる動物たちの

セリフに注目する。セリフの背景を説明することで、よりリアルな意見を生徒は受け取

ることができ、相手意識を高めることができると考える。この導入によって、学習者は

森林世界の視点と出会い、見えない世界に対しても「相手意識」をもって自分の主張を

考え、意見文を書くことができると期待する。そして『もののけ姫』の例に留まらず、

現代の森林伐採によって起こる良いこと、悪いことの例を出すことで生徒たちに相手意

識・目的意識に加えて当事者意識を持たせるようにする。 

このような指導内容を行うことで、生徒が相手意識・当事者意識の2つの意識を持って作

文を書くことができると期待する。(6-意見-27) 

 

 意見文の提案授業についてのリフレクションである。根拠とする情報収集と共有、テー

マの具体化のための資料とその扱いについての検討がなされている。映画「もののけ姫」
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の登場人物のセリフを素材として、森に生きる生物の視点を踏まえた意見文を書くことを

意図した提案授業であった。ここでは担当グループのメンバーが自らの提案授業を振り返

って記述しているが、意見文を書くための適切なテーマ設定について考慮して準備を行い、

それがある適切であったことを述べている。さらに、意見文を書くことの学習ではしばし

ば社会的な論題が取り上げられるが、その論題についての議論の参加者は相互に生活世界

がよく見えていないことをふまえて、「見えない世界」を強く意識し、「相手意識・当事

者意識の 2 つの意識」を持てるような学習過程を重視したとしている。素材の選択と学習

過程の関連づけについて、提案授業に沿った検討がなされている。 

 

B 学習活動 

⑥ 

グループによって異なる作品が生み出されたものの、比較することで新たに生まれた気

づきや疑問などを交流する時間が与えられなかったのはもったいなかったと感じた。繰

り返しになるが、生徒自身がなにかしらの変化に気づき、それを教師が教科書等を用い

て言語化する（あくまでも補足としての位置付けにする）ことで、”導入の工夫に自分の

力で気づくことができる”授業にできたのではないかと考えた。（2-随筆-18） 

 

 随筆を書くことの提案授業について、随筆のモチーフとなるような短作文作品の交流活

動についての検討である。作品の交流では相互に興味深い「気づきや疑問」が「新たに生

まれ」ていたものの、そのことまで「交流する時間があたえられなかったのはもったいな

かった」としている。交流活動で学習者間に生じるものを想定しつつ、授業者はそれを「言

語化」して交流が学習のねらいに沿った展開となるように関与し、学習者もそれを意識し

て取り組めるようにする必要があることが指摘されている。 

 

⑦ 

先に立場を決めるとインターネットを使用する場合、検索ワードは自然と自身の論拠を

補完するための語句を選ぶため、その内容のデメリットや逆の立場の意見が見えにくく

なる。その点、本時の授業では異なる立場の者が交流して反駁と反駁に対する意見を考

える時間が設けられ、多角的な視点から論拠を立てた文章を書くことを期待できると感

じた。自身のグループでは異なる立場ながらも自身に対する反駁意見を考えたり、互い

の論理を吟味したりすることができ、グループメンバーの立場がうまく別れればだが、

非常に対話的な取り組みができる授業であった。（6-意見-30） 

 

教科書教材に沿って、立場をあらかじめ決めて、反対の立場を想定して意見を考えると

いう学習活動の検討がなされているが、その際に論拠を補完するような情報収集を行うと

ころでは反対の立場が想定しにくくなるとしている。教科書の学習過程に倣いつつ、そこ

で行われる活動のなかでどのようなことが学習者にとって生じてくるのか、という観点か

らの考察となっている。 
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C 例文の活用 

⑧ 

どちらも過去の人の話をしていること、これからその感情の説明をすることが予想され

るが、そこからどう結末にもっていくのかということ含め、一通り書いてみないことに

はどちらを冒頭に置くか決められないような気がする。そもそも、教科書では“書き出し

を工夫する”というポイントが中盤で取り上げられており、応用的（作品のブラッシュア

ップ）な位置づけとみなして良いと考えると、教科書の補足・修正としては飛躍しすぎ

ている気がした。（1-随筆-18） 

 

随筆を書くことの学習について、文章構成の面から検討している。教科書の文章例の表

現を参考にしながら冒頭と結末をつなげて考えるという学習であったが、「結末」を書く

ことは「一通り書いてみないことにはどちらを冒頭に置くか決められない」としている。

このことから、教科書教材の「“書き出しを工夫する”というポイント」は段階的に、特

に読み手をひきつけるような読み手を意識した表現の効果の面だけでは書くことが難し

く、全体を書いて振り返る中で学習者にとっての「書き出し」の工夫が意識されてくると

している。文章例から俯瞰的に特徴を理解すると同時に、書き手の側からは構成面だけで

はなく、実際に自分が書くことを通して発見されるような構成のとらえかたがあるとして

おり、これは学習過程にどのように教科書の文章例を位置づけて取り扱うかに関わる考察

と見ることができる。 

 

⑨ 

批評文は発問によっては意見文との違いが明確にならず意見文に近い文章になってしま

う。それを防ぐためにも、最初に批評文というのを少し説明しておくことも一つの手で

はないかと思う。今回の授業のように、教師の誘導に乗っていたらいつのまにか批評文

が書けてしまったという学習活動にするのであれば、一つ一つの発問を詳しくしたり、

まとめを明確に示したりという工夫が必要になると考える。（8-批評-13） 

 

教科書の文章例を用いて「批評文というのを少し説明しておく」ことにより、授業の課

題や指示に沿ってどのような文章を書いていくのか見通しが持てるのではないかと述べて

いる。学習過程にそって丁寧に発問や指示を与えることで、段階的に一定の文章を書いて

いけるとしても、そこで学習者が自分はどのような文章をいかに書いているのかが理解で

きるわけではないことが指摘されている。文章例と学習過程との関連についての考察とな

っている。 

 

D 学習過程 

⑩ 

教科書の補足修正 

主に学習の流れについては、教科書通りであったが、反論を考えて協議するという点が

補足であると考える。自分自身で考えることはもちろん、同じ意見を持つ人や、異なる

意見を持つ人と話すことで視野を広げた意見文を書くことができるだろう。（5-意見-2

1） 
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 教科書の学習過程に沿って反論を個々に考えるだけではなく、考えた反論を交流するこ

とで「協議」するという活動を取り入れていた。反論を考えて交流することで「視野を広

げ」ることができるとしているが、学習過程に倣いつつ、そこでの学習活動で行われるこ

との実質を検討することにより、次の段階で「同じ意見を持つ人や、異なる意見を持つ人

と話すことで視野を広げた意見文を書くことができる」ような展開の見通しについても言

及している。 

 

 

⑪ 

全体の指導計画について変更を加えた。「学習を振り返る」段階で、単元の最後の方に

行う鑑賞会の時間配分について検討した。最初は鑑賞をして感想を述べて終わりにする

という予定であったが、鑑賞会をした後に、再度自分の書いた随筆を見直す時間があっ

た方が良いのではないかと考え、鑑賞の後に、自分の随筆を修正するという内容を付け

加えることにした。「随筆を書いてどんな自分が見えてきたかや、友達の文章の工夫で

参考にしたいことなどをまとめる。」と、教科書にも記載されており、振り返りの重要

性を確認することが出来た。授業の目標、テーマが「構成や描写を工夫して書こう」な

ので、他の人の鑑賞を見て、もっとこうできるというところを見つけ、より文章表現を

工夫したり、印象的な書き出しができるようにした。本時の授業では、教科書に載って

いる例を使うが、もう少し例として提示する題材が必要だと考え、教科書に載っている

以外の随筆の冒頭を取り扱うことになっている。個性を出すためにどんな授業にしたら

良いかということについても話し合ったが、ひとまず、授業が行える準備をし、時間配

分を確認してから考えることにした。（2-随筆-34） 

 

学習過程について「振り返りの段階の具体化」について検討している。「鑑賞をして感

想を述べて終わりにする」という流れは教科書教材に沿ったものであるが、その後に「再

度自分の書いた随筆を見直す時間」を設けるという提案であった。それによって、「随筆

を書いてどんな自分が見えてきたかや、友達の文章の工夫で参考にしたいことなどをまと

める。」との教科書の記載を補完することを意図している。文章例の活用についても考慮

がなされていたが、特に振り返りの段階について提案授業を通して教科書教材をより具体

的に理解することにつながっている。 

 

４－３－１－３ まとめ 

国語科教育法の講義では、学生は教科書を見ているだけでは、何に基づいて、どのよう

な意図で書くことの領域の教材が作られているのか理解が難しいことが多い。自分たちで

提案授業を構想、実践するだけでは、指導要領に沿った教科書教材についての理解は十分

になされないと思われる。教科書の使い方を理解した上で教科書教材の流れを確認する機

会を設けることで、教材を通して授業者と学習者の両面からどのように授業を構想し実践

するかを考え、理解することにつながると考える。 

書くことの領域では教科書の使い方、特にジャンルとテーマ・題材、学習過程を理解し

た上で、実際の授業に向けて教科書を用いて授業を構想し、デザインする能力の育成のた

めに、書き手の認識や価値の形成に関わって題材の考察や素材・資料の分析をどのように
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行うかを理解する必要がある。リフレクションの考察からも見えてくるが、教科書の使い

方の理解に基づいて、題材・資料の分析、学習活動の位置づけを明確にするための検討が

さらに求められてくる。また、文章例や情報収集といった複数のテクストを介して書くこ

との学習を進めるところにも授業に固有の学びが生じてくる。ジャンルによる違い、学習

過程におけるジャンル間の関連も視野に入れた教科書の使い方の位置づけを行う必要があ

る。 

リフレクションでは、題材の選択、単元の設定を独自に行う必要があるのとの指摘が多

い。テーマや題材、素材の選択はジャンルの扱いや学習過程の構成に関わってくるとの見

方は多くの学生が指摘するところであった。題材の取り扱いを軸として、その具体化の検

討から教科書教材を検討し、単元の設定と学習過程を具体化することで、授業の構想・デ

ザインと授業実践の能力の両面の育成を図る可能性があるものの、学習者側の視点をどの

ように取り入れるかが課題となる。 
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４－４ 美作大学におけるシラバス改訂と授業の実態・成果（井上功太郎） 

 

「教科書研究センターの研究成果物」を用いての 

学部２年を対象とした国語科教育法の成果 

 

はじめに 

 

 本稿は「教科書研究センターの研究成果物」を「国語科教育法」のなかで用いることで、

学生たちの学修に、どのように作用したのかを明らかにすることを目的とする。 

 私立大学の小学校教員養成課程は、国立大学のような「副専攻」を持たないことが多く、

教職課程以外の「学問」に触れるような状況にはないことがある。このような私立大学の

場合、教科教育について半期間の講義を受けたのみで、次は子どもたちの前で授業という

ことがあり得てしまう。このような現状のなかにあって、私たち授業担当者は、半期の事

業のなかで授業をつくることができるレベルまでどうやってもっていくのかを常に画策し

ている。「教科書研究センターの研究成果物」が、そういった思いを抱える授業担当者の

光明となるようなものなのかを、学生の成果物、アンケートかみていくことにする。 

 

４－４－１ 国語科教育法の概要 

 私が所属する美作大学の国語科教育法の位置を確認するために、概要をはじめに説明す

る。 

 美作大学は、岡山県北部の津山市に位置し、全学で 1000 人程度の小規模の大学である。

１学部３学科からなり、食物学科、児童学科、社会福祉学科によって構成される。すべて

の学科で教員免許状が取得でき、食物学科は中学校・高等学校家庭科、児童学科は小学校

（令和 7 年入学生より家庭科二種免許も取得可能となった）、社会福祉学科は高等学校の

福祉の免許となる。 

 食物学科、社会福祉学科は、それぞれ管理栄養士、社会福祉士を目指して入学してきて

おり、そのため教職課程の履修者は限定的であるが、児童学科は、保育園免許か教員免許

状を取得することを目的として入学してきている。 

 児童学科のカリキュラムが、他の２学科と決定的に違うのは、専門（児童学）と免許や

資格が一致するということである。一見いいように思われるが、教科教育学に近接する領

域の学問に触れることが少ないという問題点がある。そのため、２年次の前期に開講され

る国語科教育法は、近接領域の学問にも触れつつ進めることになるのだが、学生は学生で

近接領域の知識ベースがなく、教材研究が、書かれていることを正確に読むことに終始す

る。同時に、他の教科教育法が、教育技術を教授することを主眼にしていることが多く、

そのことに強く影響を受けた場合には、教材研究から学習をデザインするという発想から

離れてしまうようなところがある。 

 このような状況のなかで、私自身は、教材研究とそれに基づく学習デザインを自分で考

えるということをねらいとし、教材研究と学習をデザインすることの面白さに気づいてほ

しいと願ってきた。基本的な授業のつくりとしては、半期 15 コマを二分割にして、前半

は国語科の内容（「言葉の特徴や使い方に関する事項」「情報の扱い方に関する事項」「我
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が国の言語文化に関する事項」及び「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」）

について講義し、後半はグループでの教材研究および学習デザインの発表してもらってい

る。 2024 年度のシラバスは次のようになっている。 

 

第 1 回目 ガイダンス、発表「私と国語の授業」 

第 2 回目 学習指導要領の構造、主体的・対話的で深い学び 

第 3 回目 国語科の特徴、ICT の活用 

第 4 回目   担当教員による模擬授業、学習の評価について 

第 5 回目   「話すこと・聞くこと」の学習指導・教材研究・学習デザイン 

第 6 回目   「書くこと」の学習指導・教材研究・学習デザイン 

第 7 回目   「読むこと」（文学的文章）の学習指導・教材研究・学習デザイン 

第 8 回目   「読むこと」（説明的文章）の学習指導・教材研究・学習デザイン 

第 9 回目   「古典」の学習指導・教材研究・学習デザイン 

第 10 回目  「知識及び技能」の学習指導・学習デザイン 

第 11 回目  教材研究及び主体的・対話的で深い学びを実現する〈問い〉の発表① 

第 12 回目  教材研究及び主体的・対話的で深い学びを実現する〈問い〉の発表② 

第 13 回目  教材研究及び主体的・対話的で深い学びを実現する〈問い〉の発表③ 

第 14 回目  教材研究及び主体的・対話的で深い学びを実現する〈問い〉の発表④ 

第 15 回目  教材研究及び主体的・対話的で深い学びを実現する〈問い〉の発表⑤ 

 

 2022 年に着任してから、前半は講義、後半は演習というこのスタイルを基本としている。

演習に際しては任意で、いつでも何度でも相談に来てもいいと伝えている（以降の学生の

書いたもののなかで「ご指摘」「ご助言」とあるが、そのような姿勢ではないと思ってい

る）。 

 先ほど述べたような本学児童学科を取り巻く状況から、例年の発表では、教材研究はほ

とんど行われず、教育方法論や模擬授業的なものを織り交ぜて時間を消費するようなケー

スが散見されることになった。本年度については、『“新しい”教科書の使い方（小学校）』

を配布、説明し、この冊子の見出しに準拠しながら、グループで話し合うこと、話し合っ

た内容がわかるように発表するようにしてみた。 

 

４－４－２ 学生の成果物から 

 演習での発表の方法について簡単に説明する。発表は 4 人グループで、15 分程度として

いる。メンバーについてはこちらで指定する。教科書（今年度は、令和５年検定の東京書

籍の４年上と平成 31 年検定の東京書籍の４年下）から、「話すこと・聞くこと」「書く

こと」「読むこと」の単元（教材）を選び、「“新しい”教科書の使い方（小学校）」を

参考にしながら、授業プランを発表するというものである。 

 『“新しい”教科書の使い方（小学校）』では、総論と「読むこと」「書くこと」のて

びきをどのように見ていくのかが具体的に示されており、学生たちには「読むこと」の単

元を選んだ場合には、『“新しい”教科書の使い方（小学校）』の「読むこと」のページ

を、「話すこと・聞くこと」「書くこと」の単元を選んだ場合には、「書くこと」のペー
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ジを参考にするように伝えた。ここでは、「読むこと」の単元を選んだグループと「書く

こと」の単元を選んだグループのスライドや感想を示しながら、どのようなプロセスで経

たのかを見ていきたい。 

 

①Eグループ（「こわれた千の楽器」） 

 E グループでは、「こわれた千の楽器」（野呂昶）を選んだ。『“新しい”教科書の使

い方（小学校）』では、「読むこと」の授業をつくっていく段階を「授業の準備」「授業

中」「まとめ」と分け、それぞれについて説明を行っている。 

 このうち「授業の準備」は、教職課程コアカリキュラムにおいて目標とされているもの

とかなりの部分で重なり、教科教育法では、「授業の準備」の内容を理解することが主眼

に置かれるのは当然となる。「授業の準備」の下位項目としては「（１）単元の目標と言

語活動を確認しましょう」「（２）毎時の問いを見直しましょう」「（３）作品に対する

子どもたちの解釈を想定しましょう」が示されている。 

 E グループでは、教科書会会社が示している年間指導計画の目標と、自分たちのグルー

プで行いたい学習の目標とを比較し、変更してしていったことがスライドからわかる。 

 教科書会社の示す単元のめあてが「登場人物の様子や気持ちを想像し、想像したことを

音読で表現することができる」に対して、「物語の情景から想像した登場人物の心情を音

読カードに書き込み、読み方を工夫して音読できる」とした。それに伴い、単元の目標の

うち〔思考力・判断力・表現力等〕の「C 読むこと」の（１）の「エ 登場人物の気持

ちの変化や性格、情景について場面の移り変わりと結びつけて具体的に想像すること」を

加えている。これらの変更は、教科書会社が提示している年間指導計画を吟味しながら、

単元のめあてと目標の見直しを行っていったことを示している。 

 また、次に示す２枚のスライドは、学習課程を変更しているものである。それぞれのス

ライドの上部が、教科書のてびきであり、下部が自分たちのプランである。 
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 特に注目して欲しいのは２枚目、２時間目の活動のスライドであり、登場人物の気持ち

を読みとり、音読カードに根拠と読み方を記入させるように変更されている。 

 E グループのメンバーは次のように、発表の振り返りを記している。 

 

今回こわれた千の楽器という題材をやる際に、どの領域にして発表をするべきか話し

合いました。C 領域で行うことになり最終目標を人物の気持ちを想像して読み方を考え

る。ということを最終目標にしプレゼンを作成しました。私たちは年間指導計画の内容

の思考、判断、表現の部分を変更して性格や情景に着目できるような内容にしました。

（学生 A） 

 

C 領域は難しいといわれてい

たけど、小学校の時の物語の授

業が面白かった記憶があり、結

局 C 領域を選択しました。しか

し、評価方法や教科書通りに進

めるべきかなど初めからつまず

いてしまいました。 

先生のご指摘をいただいてか

ら、教科書の進め方と自分たち

の進め方を比較することで違う

点がわかりやすくなりました。また、指導案作成の時に使った年間指導計画も参考にし

つつ、自分たちの考えを追加したり、評価方法を変えました。今までは教科書通り登場

人物の心情を読み取り、音読で表現するという内容だったけど、児童の中には考えたこ

とをうまく表現できない子どももいるから音読カードを作って、書き込ませることで２

つの視点から評価することができました。（学生 B） 

 

 教科書の手引きは、音読という活動そのものが優先されてしまうようなものとなってい

る。読みに基づいた音読ということを明確にするための音読カードの採用であり、学習者

に合わせた変更が行われていることからも、『“新しい”教科書の使い方（小学校）』に

基づいて検討されていっている様子が伺える。 

 

②「言葉のタイムカプセル」を残そう 

 C グループでは、「言葉のタイムカプセル」を選んだ。「“新しい”教科書の使い方（小

学校）」では、「書くこと」の授業をつくっていく段階を「授業の準備」「授業中」「ま

とめ」と分け、それぞれについて説明を行っているが、「授業の準備」の下位項目として

は「（１）単元の目標を確認しましょう」「（２）単元の活動を見通しましょう」「（３）

想定文を設定しましょう」があげられている。「（２）単元の活動を見通しましょう」は、

いわゆる「実の場」の設定を促している。 

 教科書では、１年間書いた文章をふり返り、十年後の自分に手紙を書き、タイムカプセ

ルをつくるという形になっている。「書くこと」の単元として４年生の最後に置かれるの
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で、まとめとしての要素が強く、教科書紙面もシンプルで、「手紙の例」が示されるのみ

である。そこで、次のように実の場を設定し、想定文を作成した。 

 学生たちは次のようなプロセスがあったことを記述している。 

 

まず、教科名を「10 年後のぼく、私」というものから「20 年後の僕、私」という風

に変更したが、10 年後だと大学に通っていたり、働いていたりしていないかもしれない

ため 20 年後という想像しやすい時期に変更した。先生のところに見せに行って「ただ

手紙を書くだけでは子どもたちはやる気がでないから何か実の場を設定したらいいので

は？」と助言をいただき、総合の授業と結び付け授業参観のときに二十年後の僕・私を

保護者や友達の前で宣言するという実の場を設定した。評価の部分で、私たちのグルー

プは手紙を評価するのではなく、ワークシートを利用したグループワークで話し合いを

してどのように変化したのか、どのように自分の考えが深まったのかを評価するように

した。この評価で使用するワークシートの問いをどのように問いかければ学びが深まっ

ていくものになるのか班のみんなで案を出しながら作成した。（学生 C） 

 

「10 年後の私へ」という教材名で 10 年後のわたしへ 1 年間書いた文章の良いところ

を見つけそれを使って・内容に入れて書く単元であったが 10 年後は大学生であり、小

学生が大学生のことを想像するのが難しくみんなが似たような内容になってしまうと考

え「20 年後の私へ」に変更した。 

その時は、実の場の設定はタイムカプセルを作るのを考えていましたが先生から「タ

イムカプセルはやらない、意味ないという子どもが出てくる、二分の一成人式や総合の

時間と合わせて行ったら」というご助言をいただき参観日の総合の授業で自分の宣言な

ような形にすることにした。  

私たちは、お母さんみたい

になりたい、そのためには早

く成長するなどの抽象的な答

えではなく料理がとっても美

味しく作れるお母さんみたい

になりたい、そのためには料

理のお手伝いをして自分でも

作ってみるなどの具体的なこ

とを考え書いて欲しいと考え

た。「将来自分がどのように

なっていたいか」と「そのた

めにはどのようなことをがんばるべきか」を具体的にかけておりまた、その２つが結び

つけて書くことができることを子どもに求めることにした。そのため、評価を年間指導

計画の知識・技能の（1）オから知識・技能（2）アに変更した。 

「将来自分がどのようになっていたいか」と「そのためにはどのようなことをがんば

るべきか」を子どもが 1 人で考えた後にグループでその考えたことを伝え合ってもらう

ことにした。なぜグループ活動をするかは 1 人では具体的にかけているのか結びつきが
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あるのかがわかりづらいと考えたからである。観点を示さないとどのような話し合いを

すれば良いのかわからず違う方向へ進んでいくのでグループで具体的にかけているか、

この２つに結びつきはあるのかを話し合いの観点とすると伝える。 

子どもが具体的にかつ結びつけを持ってかけているかは、ワークシートを作りそれを

回収して評価をつけることにした。また、評価する紙を読みやすくするためともう一回

考えやすくするために評価はグループ活動前とグループ活動後と 2 枚用意することにし

た。グループ活動で指摘され考え直したものを評価することにした。 

1 年間で書いた文章の良いところを見つけて応用するのはする必要はないと判断して

することをやめた。（学生 D） 

 

 『“新しい”教科書の使い方（小学校）』に即しながら、実の場に向けて、必要なこと

を学んでいくという方向と、学びをつくるためにどんな具体的な活動を設定する必要があ

るのかを考えていったことがわかる。教科書のてびきに示されている活動を、アレンジし

ながら、具体的な活動を考えていくというのは、『“新しい”教科書の使い方（小学校）』

で示されている方向と軌を一にしていると言える。 

 ここでは二つのグループの資料のみを取り上げたが、教材研究に基づきながら、教科書

のてびきを批判的に検討し、どのように学習を行っていけばいいかが、すべてのグループ

で示されており、現場である程度評価されるぐらいのクオリティは担保できていると言え

よう。 

 

４－４－３ 学生の感想から 

 発表の振り返りとして、アンケートを行った。アンケートについては、「どのような思

考過程や協働を経て、発表に至ったかを具体的に記述してください。なお、『“新しい”

教科書の使い方 小学校』の冊子の活用状況や有用性についても言及してください。」とい

う文言で Web 上で行った。ここでは、「『“新しい”教科書の使い方 小学校』の冊子の

活用状況や有用性について」のみ、いくつか抜粋する。 

 

・『“新しい”教科書の使い方 小学校』は、教科書の最後に書いてある物語に対しての

発問（てびきのページ＝井上注）や、どのように読み取っていくかなどの見方につい

て活用しました。教科書を使う中で、どのように進めていくのか、他教科でも活用し

ていきたいと思います。 

また、今回の発表を通して教材研究をすることのおもしろさを感じました。これか

ら授業するにあたって、この物語はどのような特徴があるのかを読み取り、子どもた

ちにより分かりやすく、意欲的に取り組めるような授業作りをしていきたいです。 

・『“新しい”教科書の使い方 小学校』に書いてある通りにスライドを作成していっ

た。教科書に書いてある学習の手引きについて詳しく解説がされていて授業をどのよ

うに組み立てていくのか理解することができ、とても有効なものだと思う。 

・「新しい教科書の使い方 小学校」の冊子は使いやすく、書くことの領域において参

考として使うことができた。単元の全体の目標の書き方から１単位時間ごとの計画・

ポイントなどがあり、書くこと読むことの領域で異なってくるので使い分けてうまく



- 40 - 

活用していきたいと考えた。 

・冊子の活用や有効性については、ごんぎつねのページの左の欄を参考にしてパワーポ

イントを作りました。教科書のポイントや内容と違ったけど、参考にしやすかったで

す。 

・今回は『“新しい”教科書の使い方 小学校』を何回も見ながら教材研究をしました。 

細かく教材研究についての事が書かれていたのでとても分かりやすかったです。 

・『“新しい”教科書の使い方 小学校』の活用においては、p.8 の「見通しをもって学

習活動を進めているか。友達との対話によって学びを深めようとしているか。学習に

よってどんな言葉の力が身につくのか。」のところなどを意識しながら、どこでグル

ープワークを入れたら良いのか、どんなグループワークをすれば良いのかなど、話し

合いの際に活用する事ができました。さらに、「どんな言葉の力が身につくのか。」

ということから、詩を読むより実際に詩を書く方が、言葉の力がより身につくかもし

れないと思ったことから、その提案に至りました。 

・冊子は授業の進め方などを参考にできることが書いてあるためもっとたくさん活用し

ていくべきだと思う。その冊子を参考にすると授業の流れも掴みやすいと思う。 

・『“新しい”教科書の使い方 小学校』の冊子はどのように授業を構成するのか、学習

指導要領を取り入れて考えた授業のながれをつかむのに参考になりました。今回は「書

くこと」についての単元だったので、教科書よりこの冊子を多く参考にさせていただ

いた。今回のような発表を初めて作成するためには、とても有用性があるなと感じま

した。 

 また“新しい”教科書の使い方 小学校の冊子の有用性といった点では単元ごとに学習

の狙いが書いており、授業をどういった順で進めるかなどが書かれている部分が個人

的な有用性だと感じました。 

 

 なかには、あまり活用してないといった声もあったが、ほとんどが肯定的なものであっ

た。ただ、肯定的なものが多いのはこれが「評価」として働くことを慮ってのことも一部

にはあるだろう。しかし、そのようなことを差し引いても、少なくとも『“新しい”教科

書の使い方』を指針としながら、グループでの話し合い、発表していることがわかる。 

 

おわりに 

 

 以上、「教科書研究センターの研究成果物」を用いたことで、学生たちにどのような効

果があったのか、学生の成果物、学生からのアンケートをもとにみてきた。そこから言え

るのは、国語科教育法を受講する学生にとって「教科書研究センターの研究成果物」は教

材研究や授業づくりの一定の指針となりうるものであったということである。国語の授業

を行う教員として身につけておくべきミニマルを身につけさせることができるという点で

は、限られた時間のなかで教科教育法を教えなくてはならない教員の光明となるだろう。

また、「読むこと」あるいは「書くこと」のプロセスが示されているという点では、教科

教育学や近接領域の知識がなくても、見よう見まねでやることができるし、やるなかで必

要に駆られて、教科教育に関わる知識を蓄えていくことになる。 
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 一方、懸念されるのは、『“新しい”教科書の使い方』が、マニュアル化してしまうと

いうことである。過度のマニュアル化は、見よう見まねの先に、何もたらさないであろう

し、てびきをアレンジするという発想だけが独り歩きすれば、学習のハードルをぐんと下

げる活動が設定されるようなことにもなりかねない。教材研究と学習者の本当の実態に即

して、「難しくて面白い」授業をつくるという基本的な考えを、授業担当者は学生たちに

内在化させることを欠いては、「教科書研究センターの研究成果物」は有効に機能しない

だろう。 
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４－５ 上越教育大学教職大学院におけるシラバス改訂と授業の実態・成果（佐藤多佳子） 

 

４－５－１ シラバス改訂 

 本学では教職大学院の専門科目である「国語科学習デザイン論」でシラバス開発を行っ

た。本科目は専修免許状取得のための選択科目であり、教科及び教科の指導法に関する内

容である。対象を小学校、中学校及び高等学校国語の教員（目指すものも含む）としてお

り、稿者単独で担当している。 

 改訂後のシラバスは下記の通りである。 

 

シラバス  授業科目名「国語科学習デザイン論」  

  

授業の到達目標及びテーマ 

 国語科の授業デザインに関する，現在の教育課題に即した文学の読みに関する理論につい

て，実践事例に即してさらに深く学びながら，新しい授業実践を含む教育改革の方向やそ

のあり方を評価する複眼的視点を養う。 

 

授業の概要 

読者反応理論に基づいた文学の読みの交流の理論的枠組みと交流の発話分析の手法である

質的三層分析について、具体的な教材に照らしながら実践的に扱うとともに、理論に基づ

いた汎用性のある学習デザインについて考案・演習する。 

 

授業計画 

第１回：オリエンテーション 本講義のねらいと進め方 

第２回：国語科の教育課題－学力観と教科内容― 

第３回：国語科の教育課題－読者反応理論と協同的な学習－ 

第４回：国語科における教材・学習材の構成－読みの交流の理論的枠組み－ 

第５回：国語科における教材・学習材の構成－読みの交流の教材分析－ 

第６回：学習過程のデザインと学習者研究－質的三層分析の方法－ 

第７回：学習過程のデザインと学習者研究－小学校教材の事例検討－ 

第８回：学習過程のデザインと学習者研究－中学校教材の事例検討－ 

第９回：学習過程のデザインと学習者研究－高等学校教材の事例検討－ 

※第７，８回では、学習過程をデザインする際に、『教科書の使い方』『すぐに使える学

習者用デジタル教科書活用事例集』(教科書研究センター)を読み、教科書と教科内容の

関係についても考える。 

第 10 回：学習過程のデザインと学習者研究－読みの交流の学習デザイン（演習・討論） 

第 11 回：学習過程のデザインと学習者研究－読みの交流の学習デザイン（演習・討論） 

第 12 回：学習過程のデザインと学習者研究－読みの交流の学習デザイン（演習・討論） 

第 14 回：学習過程における学習者の評価とカリキュラムへのフィードバック（グループ

ワーク） 

第 15 回：学習過程における学習者の評価とカリキュラムへのフィードバック（リフレク
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ション） 

 

テキスト 

・松本修著『文学の読みと交流のナラトロジー』東洋館出版,2006 

・松本修編著『読みの交流と言語活動－国語科学習デザインと実践－』玉川大学出版

部,2015 

・松本修・桃原千英子編著『中学校・高等学校国語科 その問いは文学の授業をデザイン

する』明治図書,2020 

 

参考書・参考資料等  

・松本修・佐藤多佳子「読みの交流のための学習課題－白秋「庭の一部」の表現分析に基

づいて－」『表現研究 第９１号』 表現学会,2010,pp.21-29 

・『“新しい”教科書の使い方』(小学校編)教科書研究センター 

・『“新しい”教科書の使い方』(中学校編)教科書研究センター 

・『すぐに使える学習者用デジタル教科書活用事例集』(小学校編)教科書研究センター 

・『すぐに使える学習者用デジタル教科書活用事例集』(中学校編)教科書研究センター 

 

４－５－２ 授業の概要 

 下記の授業の後半の 20 分間を当該研究のための授業時間とした。 

 

  １）実施日 2023 年 6 月 10 日（月）、17 日（月） 

  ２）対象者 履修者 15 名（現職院生 8 名 学卒院生 7 名） 

３）内容 主体性・相互作用・メタ認知を大事にした読みの交流の学習デザインにおい

て、どのように教科書を活用するか、または教科書がどのようなものであったらよい

かを提案し意見交流する。 

４）展開 

活動１：『新しい教科書の使い方』（小学校・中学校）、『すぐに使える学習者用デジ

タル教科書活用事例集』（小学校・中学校）を閲覧し、気がついたことを話し合う。 

活動２：『授業における教科書の使い方に関する調査研究 研究成果報告書』から、そ

の成果と課題を知る。 

 

・学習過程を取捨選択し、順序を入れ替えたりしながら学習集団と教師の個性に 

合わせた形で学習を組織している 

・教師に親切である反面、自由な使い方を阻む要因にもなっている。 

 

活動３：実際の教科書から、特徴や工夫を見つける。 

活動４：主体性・相互作用・メタ認知を大事にした授業づくりで、どのように教科書を

活用するか、または教科書がどのようなものであったらよいかを提案し、意見交流す

る。 
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４－５－３   実施結果 

小学校 

活動１   『新しい教科書の使い方』『すぐに使える学習者用デジタル教科書活用事例集

を閲覧し、気がついたことを話し合う。 

 以下は話し合いで話題になったことである。 

 

・教科書には①どのような活動をして②何に気づき③何を学ぶのかという学習の見通しか

ら振り返りまでは一連に示されており、教科書はもっとも分かりやすいなツールである。

・教材を学ぶのではなく、教材を通して「ことば」を学びということが強調されている点

が授業改善にやくだつのではないか。 

 

活動３ 活動１、活動２を踏まえ実際の教科書から、特徴や工夫を見つける。 

 『授業における教科書の使い方に関する調査研究 研究成果報告書』における成果と課

題をもとに、実際の教科書を分析した。院生が作成したスライドである。 
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活動４ 主体性・相互作用・メタ認知を大事にした授業づくりで、どのように教科書を活

用するか、または教科書がどのようなものであったらよいかを提案し、意見交流する。 

 以下は、院生が作成したスライドである。 

 

 

 

考察（小学校） 

 教科書の特徴や工夫点として、学習者が見通しをもって学び進め、学ぶべき内容が明確

にしめされている点を挙げているが、一方で、学びを丁寧にガイドすることにより、学習

者の主体性や思考過程が阻害される可能性を指摘している。 

  学習者の気づきや立ち止まりを促し、思考のきっかけとなるような工夫を取り上げ、肯
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定的に評価している。 

 

中学校 

活動１   『新しい教科書の使い方』『すぐに使える学習者用デジタル教科書活用事例集

を閲覧し、気がついたことを話し合う。 

 以下は話し合いで話題になったことである。 

 

• 「題材の決め方や例文まで丁寧に記述されています」⇒そのとおりにやれば，「意見文」

の体をなしたものを書かせることができる。 

・「構成、メモの段階で評価してもかまわない」⇒評価の観点やタイミングの示唆がある。 

・授業準備，実際の授業の流れ，評価までの流れがわかるようになっている。 

・国語教師のあり方が示されている点がよい。 

・学力観と教科書の関係がわかりやすく示されている 

・学習者主体の方向での教科書の使い方を示そうとしている点がよい。 

・学習者が問いに正対するための補助発問の例が示されている。 

・自他の読みを共有するための方法など、学び方を強調するとよいのではないか。 

・新しい学力観と教科書の関係が分かりやすい。 

・学習の見通しから振り返りまでの過程で「見通し」「友達との対話」「どんな言葉の力

が身に付くのか」を評価すべきであることが明確に示されていて学びになった。 

 

 活動３ 活動１、活動２を踏まえ実際の教科書から、特徴や工夫を見つける。 

 『授業における教科書の使い方に関する調査研究 研究成果報告書』における成果と課

題をもとに、実際の教科書を分析した。院生が作成したスライドである。 
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活動４ 主体性・相互作用・メタ認知を大事にした授業づくりで、どのように教科書を活

用するか、または教科書がどのようなものであったらよいかを提案し、意見交流する。 

以下は、院生が作成したスライドである。 

 

 

考察（中学校） 

 特に、中学校の教科書では、思考の枠組みや読みの方略などが記載されておりの学習者

自身にとって認知的道具としての活用が可能になる工夫や振り返りがルーブリックとして

活用可能な点が工夫点としてあげられている。また、それらは教師の評価の資料としても

活用できる。一方で、目標提示や前述のような記載が学習者の主体的な学びを阻害する可

能性があることも指摘している。教師用の指導書にのみ記載し、教師が学習者の実態に応

じて活用するなどの改善案も語られた。 

 

全体考察 

 対象が大学院生であり、現職教員が多いため、『新しい教科書の使い方』『すぐに使え

る学習者用デジタル教科書活用事例集』自体を学びの対象とする展開ではなく、それらの

教科書に対する見方を参考に、教科書の工夫を自ら見つけたり、実際の授業でそれらをど

のように活用するかを考える展開をとった。学習者の主体性、相互作用、メタ認知を視点

としたときに求められる教科書のあり方を批判的かつ生産的に検討できるシラバスになっ

ていたと考えられる。 
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４－６   静岡大学教育学部におけるシラバス改訂と授業の実態・成果（坂口京子） 

 

４－６－１ シラバス改訂 

 静岡大学教育学部では、学部生向けの「中等国語科教育Ⅳ」という科目で、シラバス開

発を行った。同科目は、中・高等学校教員免許状（国語）取得のための「専門教育科目」

の「指導法に関する科目等」に属する。改訂前のシラバスでは、教科書について一回の授

業のみで扱った。シラバス開発に際し、第 9 回・第 10 回の二回の授業で扱うこととした。

改訂後のシラバスは以下のとおりである。 

 

シラバス 

授業の目標 

中学校・高等学校国語科の目標、学習内容について、両学校種の関連と接続をふまえて

理解することができる。生徒の実態と課題について各調査結果を検証した上で、授業設計

の方法や教科書の活用、学習評価の考え方について考察できる。理論と実践を接続し、授

業改善の視点を身に付けられる。 

学修内容 

中学校・高等学校国語科の内容・構造について理解する。生徒の実態と課題を各調査結

果から検証した上で、授業設計や学習評価の要点について考察する。思考力、語彙力、読

書力の向上に資する授業実践について、教科書の教材や言語活動を踏まえて具体的に考察

する。 

授業計画 

第 1 回 高等学校国語学習の目標と内容 

第 2 回 高等学校国語科と中学校国語科との関連と系統 

第 3 回 言語力・国語力関連各調査における実態と課題１（国際学力調査を中心に） 

第 4 回 言語力・国語力関連各調査における実態と課題２（学力学習状況調査を中心に） 

第 5 回 国語科の授業設計１（思考力と探究学習） 

第 6 回 国語科の授業設計２（語彙力と関連学習） 

第 7 回 国語科の授業設計３（古典と現代文との架橋）オンデマンド型で実施 

第 8 回 国語科の授業設計４（読書と表現にひらく学習展開） 

第 1 回～第 8 回【講義＋グループ討議】 

第 9 回 国語科の授業実践１（教科書の使い方と発展学習１） 

第 10 回 国語科の授業実践２（教科書の使い方と発展学習２） 

第 11 回 国語科の授業実践３（読むことと書くこととの関連） 

第 12 回 国語科の授業実践４（小論文と探究学習） 

第 13 回 国語科の授業実践５（プレゼンテーションと話すこと・聞くこと） 

第 14 回 国語科の授業実践６（ポートフォリオ・評価） 

                 第 9 回～第 14 回【受講生の演習＋討議＋解説】 

第 15 回 メディア・情報機器への対応、最終課題の検討 
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受講要件 

中等国語科教育法Ⅰ～Ⅲを受講していることが望ましい 

テキスト 

『新たな時代の学びを創る中学校・高等学校国語科教育研究』全国大学国語教育学会編 東

洋館出版社 2019 （978－4－491－03767－7） 

参考書 

『“新しい“教科書の使い方―よりよい授業づくりのために―中学校』公益財団法人 教科

書研究センター（令和 5 年 8 月） 

〔補足〕 

中等国語科教育Ⅳは、学部 3 年後期に開講される。学習進度として、学部 2 年前期・後

期に中等国語科教育Ⅰ・Ⅱ、学部 3 年前期（5 月・9 月）に教育実習を行う。学部 3 年後

期に、中等国語科教育Ⅲ・中等国語科教育Ⅳが並行して開講される。 

中等国語科教育Ⅲは模擬授業を中心にした実践的考察を目的としている。中等国語科教

育Ⅳは理論的な考察とこれまでの受講生の実習経験等を総括する目的がある。先のシラバ

スも以上を反映したものである。授業方法についても第 1 回から第 4 回までは講義とグル

ープ討議、第 5 回以降は受講生の演習形式（発表・討議）としている。 

 

４－６－２ 授業の実際 

 シラバス開発を行った次の 2 回の授業について。授業の目的と概要、演習資料の実際、

成果について報告する。 

第 9 回 国語科の授業実践１（教科書の使い方と発展学習１） 

第 10 回 国語科の授業実践２（教科書の使い方と発展学習２） 

授業の目的と概要 

第 9 回は、参考書に挙げた『“新しい”教科書の使い方―よりよい授業づくりのために―

中学校』公益財団法人 教科書研究センター（令和 5 年 8 月）（以下、「参考書」とする）

の内容を共有し、教科書の活用について、授業構想や「書くこと」「読むこと」の各指導

段階に即した留意点を確認する。その後、改訂された検定教科書の出版社ごとの特徴を確

認し、指導における可能性と課題について討議する。 

第 10 回は、受講生の実習経験における教科書活用と授業構想について報告し協議する。

附属中学校と公立中学校について分担し、演習形式（発表・討議）で進めた。 

演習資料の実際 

 第 10 回では、附属中学校・公立中学校それぞれの実習経験を踏まえた報告がなされた。

受講生が作成した附属中学校にかかる資料を紹介する。発表全体の構成は次のとおりであ

る。その「教材について（教科書の使い方等）」から一部を抜粋した（口語的表現も含む

がそのまま掲載する）。 

〇教材について（教科書の使い方等） 

〇授業の組み立て方 

〇授業形態 

〇生徒の様子                                                                   
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討議の内容 

 教科書の使い方と授業の組み立て方や授業形態、生徒の様子がどのように関連している

か。附属中学校と公立中学校各校の実態を踏まえて討議された。結論を出すというよりも、

教科書の使い方を決定していく要因について、多角的な視点を発見し共有する討議となっ

た。 



- 51 - 

成果と課題、シラバスの再訂 

 以上を踏まえ、成果について三点、課題について二点、課題を踏まえた内容補足（シラ

バス再訂）について述べる。 

第一に、基本を明示する意義である。参考書とした教科書研究センターの成果物は、総

論は 5 頁、「国語の教科書の使い方」6 頁にまとめている。重要点が端的に理解でき、説

明も平易で実践に即している。この点は実践経験の浅い学部 3 年生にとってきわめて効果

的であった。 

 第二に、自らの学習経験や実習経験との比較の観点が明確になった。第一で挙げたよう

に、教科書の使い方の基本を改めて理解することで、比較対照という観点から、各受講生

の学習経験や実習経験が整理されることとなった。シラバス改訂前にも、教科書の使い方

について実習経験を踏まえた報告を行っていたが、今回の報告では、観点がより明確に、

かつ整理された発表内容となった印象である。 

 第三に、教科書の使い方を選択する実践視点について考える機会となった。教科書の活

用は、学習者の実態のみならず各学校現場が目指す教育目標や研修目標等に関わり、選択

的に決定されるものである。また、授業の組み立て方や授業形態と密接な関連のもとで決

められるものでもある。この点を改めて総合的に考察する場となった。 

 課題として、教科書以外の教材や資料の考え方である。この点は、授業担当者があらた

めて解説する必要が生じた。「教科の主たる教材」（参考書 54 頁）の「主たる」という

点の理解は学校種、学習者の実態に応じても異なってくる。高等学校においても同様であ

り、この点をシラバスに盛り込む必要性がある。 

 もう一つの課題は、「教科等横断的な学習のための教科書の使い方」（参考書 48～53

頁）の理解と活用である。この観点を理解するには受講生自らの学習者としての経験を掘

り起こし、実態的な理解を進める必要がある。国語科・国語の二重カリキュラムが求めら

れる中、重要な視点である。 

 以上二点の課題を踏まえ、次のようにシラバスを再訂し授業内容を補足する。 

 

第 5 回 国語科の授業設計１（思考力と探究学習） 

  →国語科の授業設計１（思考力と探究学習―教科書外の教材開発について―） 

第 8 回 国語科の授業設計４（読書と表現にひらく学習展開―） 

  →国語科の授業設計４（読書と表現にひらく学習展開―学習者の学びの観点から―） 

 

副題が先の課題に対応する内容である。実際の指導においては、授業者が関連する資料を

準備したり、受講生の学習者としての経験を引き出したりする配慮が必要となる。 
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４－７ 沖縄国際大学におけるシラバス改訂と授業の実態・成果（桃原千英子） 

 

 『“新しい”教科書の使い方』『すぐに使える学習者用デジタル教科書活用事例集』を

教材とした大学のシラバス開発と授業実践 

 

― 国語科教育法Ⅱを中心として ― 

 

はじめに 

 

沖縄国際大学の教職課程では、各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む）に関する

科目「国語科教育法Ⅰ・Ⅱ」「国語科教育法演習Ⅰ・Ⅱ」を対象に、教科書研究センター

の研究成果物を教材とした大学シラバスを作成した。 

今回、2024 年度前期開講の「国語科教育法Ⅱ」を対象に、開発したシラバスの改訂の過

程と、学生による授業実践を報告する。学生のコメントから、研究成果物が果たす役割や

可能性について検討する。 

 

４－７－１ 大学シラバスの開発 

本学では「国語科教育法Ⅰ・Ⅱ」においても、班活動を中心とした演習の授業形態を採

っている。そこで「国語科教育法Ⅱ」の前半の講義で『“新しい”教科書の使い方』『す

ぐに使える学習者用デジタル教科書活用事例集』をテキストに用い、後半の演習でその知

見を活かした指導案を作成するシラバスを組んだ。 

シラバスのねらい、到達目標は以下の通りである。授業計画は、教科書研究センター成

果物に関する箇所を下線で示した。 

 

【シラバス：国語科教育法Ⅱ】3 年前期 

ねらい ：国語教材について、素材分析、教材価値、学習者にとっての意味という視点

で研究を深め、実際の授業を想定した学習指導案の作成ができる。 

到達目標：①学習指導案の基本的な構成・項目等を知り、細案を作成できる。 

②文献や実践研究をもとに、学習素材分析・教材分析ができる。 

③情報機器の操作等に習熟し、授業実践に活用できる。 

授業計画： 

第１回 ガイダンス、学習指導要領と教科書（講義） 

学習方法と内容：教科書目次の確認。班の担当教材を決める。 

備考：小中高の教科書を持参。学習指導要領と教科書検定の歴史を知る。 

現在の教科書観、教科書の使い方を知る。【“新しい”教科書の使い方】 

 第２回 情報通信技術の活用と授業実践（講義） 

学習方法と内容：教材研究（教材を読み込む） 

   備考：デジタル教科書の効果的な使用法を知る（国語・特別支援）。 

デジタル教科書に触れる。【デジタル教科書活用事例集】 
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第３回 教材研究と学習指導案について（講義） 

    学習方法と内容：復習（用語の確認）指導案作成 

    備考：教材の特質を生かした学習デザインを考える 

  第５～15 回 教材研究・学習指導案の作成と検討（演習） 

学習方法と内容：リフレクション 指導案作成 

備考：講義・演習・討議 ICTの効果的な利用を考える。 

【デジタル教科書活用事例集】 

 

４－７－２ 『“新しい”教科書の使い方』の教材化と学生の反応 

 

４－７－２－１ 教材化とシラバス改訂 

初めて教材研究や指導案作成を行う学生が対象だったこともあり、教科書の見方や使い

方への認識が薄いように感じられた。そのため、学生の実態に合わせシラバスの授業内容

を下記のように追加修正した。 

初回で各自の教科書観や、教科書の使い方の説明経験を振り返り、第２回で教科書の特

長を発見させた。そのうえで『“新しい”教科書の使い方』を読ませるようにしている。 

 

第１回 ①教科書とは何か（教科書の思い出：私にとっての教科書とは：イメージなど） 

②教師にとっての教科書とは 

③生徒にとっての教科書とは 

④教科書の使い方の説明を受けたことがあるか（小～高） 

⑤教科書を見て気付いたこと・感想 

第２回 ①三省堂『現代の国語１～３』の特長を見つける。 

光村図書『国語１～３』との比較。気付き・疑問を発表。感想を書く。 

②教科書研究センター『“新しい”教科書の使い方』を読む。 

第３回 ①授業づくり（指導案作成）での困りごと。 

②教科書研究センター『“新しい”教科書の使い方』を読み感想を書く。 

 

４－７－２－２ 『“新しい”教科書の使い方』に対する学生の反応 

第１回の授業のリフレクションで、３班 SM は「教科書の見方があまり分かっていない

ことに気がついて、とてもびっくりした。それと同時に、今まで受けてきた授業は、受け

身になっていて、自分から教科書の内容を深堀するようなことをしていなかった。」とコ

メントした。教科書冒頭に示されている教科書機能の説明を、大学生は見落としやすいこ

とがうかがえる。 

その後、第３回の『“新しい”教科書の使い方』の感想では、「教科書の内容は、生徒

が学びを深めるものであると思っていたが、教師の側も授業づくりや指導案作りをしてい

くうえで、沢山のヒントを与えてくれる材料にもなるのだと感じた。」としており、『“

新しい”教科書の使い方』が「教科書の使い方」や「学習の進め方」への意識を高める役

割を担ったことが分かる。 

他にも、3 班 IS「今の教科書に至るまでの作成者の考えが読み取れた。「個別最適」「自



- 54 - 

宅でも学習」というような構成がなされている。」、2 班 NK「教科書観が転換したこと

を知らなかったので、新しい情報を常にチェックすることが大切だと改めて思った。「主

体的な学び」がどういうものか具体的に知ることができてよかった。」、2 班 UH「p.8「授

業の前に」行うことが書かれており、少し難しく考えていた授業づくりに光が見えた。」

といったコメントもあった。 

これらから、教科書編集側の視点や意図、新しい教科書観の獲得により、教科書の見方

が広がったことが分かる。また重要用語や授業づくりのポイントは、教材分析や指導案作

成の不安を払拭し、授業づくりの方向性を示してくれるものとなっている。 

 

４－７－３ 『すぐに使える学習者用デジタル教科書活用事例集』の教材化と学生の反応 

 

４－７－３－１ 教材化とシラバス改訂 

初めにこれまで受けてきた授業での ICT 使用経験と感想を尋ね、『すぐに使える学習者

用デジタル教科書活用事例集』から効果的な利用法を学ばせた。その後、実際に電子黒板

や iPad に触れ、各班が担当する教材での効果的な利用方法を考えさせた。 

シラバスの授業内容は以下の通りである。 

 

第 4 回 ①授業におけるデジタル教科書、ICT の使用経験と感想 

②教科書研究センター『すぐに使える学習者用デジタル教科書活用事例集』を

読み感想を書く。 

第 6 回 ①電子黒板・デジタル教科書・iPad に触れてみての感想 

②ICT の効果的な利用法 

③担当教材への活用法を考える 

 

４－７－３－２ 『すぐに使える学習者用デジタル教科書活用事例集』に対する学生の反応 

ICT を利用した国語科の授業を受けたことのある学生は 13 人中３人、参観経験のある

学生は 2 人であった。 

中・高時代の使用経験として、①教科書本文の提示（書き込み）、②漢字の書き順、③

詩の朗読、④古典の動画、⑤古典の品詞分解、⑥NHK 解説動画の視聴が挙げられた。 

大学での学習支援実習や学校の授業参観を通して、①タブレットでの課題提示（課題の

場所が分かっていない生徒もいた）、②グループの意見を iPad で提出。教師はそれを見

ながら授業を進め、ノート代わりにしていた。（スピーディーな対応に感心。生徒も意見

交流の場で一生懸命考えて表現していた。）など、現行授業での活用法が挙げられた。 

学生の授業での ICT 利用は、授業者の教具としての提示が中心であり、相互作用を生む

ような活用は未経験と言ってよいだろう。 

『すぐに使える学習者用デジタル教科書活用事例集』の感想では、学習への効果と課題、

双方の意見が出された。【表１】は班ごとの代表的なコメントである。（下線は桃原によ

るものである） 
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【表１】『すぐに使える学習者用デジタル教科書活用事例集』の感想 

班 感想 分類 

１

班 

 

 

 

マイ黒板や自分だけの教科書は、評価対象か。またどう評価するのか気になった

。 

中学生の兄弟のクラスでは、授業中にキー1つで授業とゲームの切り替えをしな

がら遊んでいる子もいると知り、そういった対応も必要になってくると感じた。

（KA） 

評価 

 

課題 

 

 

２

班 

 

文章構成を把握するために、文中のポイントになる文を並び替えているが、これ

は手書きだと時間がかかるから、デジタルの良さを最大限生かせていると思った

。（あらすじを並び替えて整理するツール）（NK） 

効果 

 

 

２

班 

 

 

 

 

疑問：ICTデータが消えてしまうことも考えると、書くのは紙媒体でも良いので

はと思う。 

感想：私たちが現在取り組んでいる教材研究にも参考にしたいことが沢山あった

！！また、一つの学習の記録として残したり共有したりすることで、自分の振り

返りのみならず、他の生徒のも見られるとするならばすごくいいなと思った。（

UH） 

課題 

 

共有 

 

 

 

３

班 

 

 

 

 

 

それぞれの教材の内容に合った資料や映像が組み込まれており、文字だけでは分

からない教材の内容理解をより深めるものになっていた。 

『盆土産』の授業において、ほぼ全ての活動内容がデジタル教科書のみを使用し

たものになっており、それを用いてクラスメイトと共に話し合い活動をすること

だったが、そこに教師がいる意味はあるのかな？と少し疑問に感じた。 

また、デジタル教科書の中でも、様々なアプリを横断しながらの内容であったが、

機械の苦手な子は上手く使いこなせるのだろうか。（SM） 

映像 

 

疑問 

 

 

課題 

 

３

班 

 

デジタル教科書には書き込み機能があるため、直接考えたことなどをすぐに書き

込めるのが魅力。『盆土産』で初読の感想をＡＩに分析させ、そこからテーマを

提示するというのが、新しくて面白いと思いました。（IS） 

効果 

可能

性 

 

手書きと ICT の比較では、文章の並び替えが簡単にできるデジタルの良さや、AI 分析

を導入した授業の可能性、学習記録の保存と学びの振り返り、他者との学びあいといった

長所が挙がっている。その一方、不本意なデータ消去の可能性が課題として挙がった。 

デジタル教科書の使用に関しては、考えをすぐに書き込める魅力を指摘する一方、クラ

スメイトとの話し合いを含めたほぼ全ての活動がデジタル化されていることで、教師の存

在意義を問う声も挙がった。 

これら活用事例の効果と課題を検討した後、第 6 回の授業で担当教材への効果的な ICT

利用を考えさせた。【表２】はそれをまとめたものである。（下線は桃原によるものであ

る） 
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【表２】担当教材への ICT の効果的な活用法 

班 教材 担当教材への活用法 ICTの機能 

１

班 

 

 

 

 

 

『じゃんけんは、なぜグ

ー・チョキ・パーの三種

類なのか』 

（三省堂：中２） 

・じゃんけんの手順を音声に合わせながら行う

ことで、共通理解を促せる。 

・じゃんけんの役割別の勝敗を図に表し、電子

黒板に写すことで、関係性を理解させる。 

・音声 

 

・図 

 

『人間は他の星に住む

ことができるのか』 

（三省堂：中２） 

・星の写真を全体共有。 

・主張を図表にまとめる。 

 

・写真 

・図表 

 

２

班 

 

 

 

 

文章の比べ読み 

意見文作成 

データチャート 

 

・データチャ

ート 

『君は「最後の晩餐」を

知っているか』 

（光村図書：中２） 

 

・ズーム機能（絵を見せる活動） 

・音声読み上げ機能（個別最適） 

・ルビ（一人で学べる） 

・書き込み機能（重要語を押さえる） 

・ズーム 

・音声読み上

げ・ルビ 

・書き込み 

３

班 

 

 

グループディスカッシ

ョン 

（三省堂：中２） 

 

・ボイスメモを活用し、話し合いの内容を保存

する。（いつでも振り返ることができる） 

・タイマー機能の活用。 

 

・ボイスメモ 

 

・タイマー 

 

 

『すぐに使える学習者用デジタル教科書活用事例集』で特別支援での効果的な活用法に

も触れることにより、個別最適な学習としての活用法を意識することができた。 

相互作用を促すような活用方法は示されていないものの、さまざまな機能を知ることで、

教材の特徴に合わせて共通理解の促進や重要語句の確認、関係性の認知、振り返りに活か

せることを見出している。 

 

４－７－４ 『“新しい”教科書の使い方』『すぐに使える学習者用デジタル教科書活用

事例集』の知見を活かした指導案と授業実践 

 

本項では、２班（UH・NK・TK・NS・US・MY）の実践を検討する。 

２班は『高等学校 標準文学国語』の教材「古典を基にして物語を作る」を対象に、『デ

ジタル教科書活用事例集』での学びを活かした指導案を作成し、授業実践した。 

下記の指導案の下線部分は、『すぐに使える学習者用デジタル教科書活用事例集』を活

かした箇所である。 

 

４－７－４－１ 教材について 

教科書：『高等学校 標準文学国語』第一学習社 pp.320-324 

単元：創作をする 

教材：「古典を基にして物語を作る」 
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内容：『伊勢物語』「筒井筒」の冒頭で登場する二首を用いて物語を創作する活動。 

   修辞法、視点切り替え、風景・人物描写の 3 つの表現技法に着目し、1,600 字程

度の物語を創作する。 

物語を作る手立て 

   【物語を作る】①構成を考える。②書き出しを考える。③視点人物を考える。 

   【表現を工夫する】①風景を描写する。②人物を描写する。 

   【課題の歌を取り入れる】 

    ※例文に「フルートなんてもういいや。」などインパクトのある表現があり、

似通った歌物語になることが懸念される。そのため、生徒には教材を見せずに授

業を行う。 

 

４－７－４－２ 教材観 

本教材は、「古典を基にして物語を作る」という創作の言語活動を通して、文章の構成

や展開、修辞法を理解し、読み手をより惹きつける文章の表現技法を学ぶ。創作した物語

は、『読書会』を設け推敲活動を行うことで、交流を楽しむだけではなく、お互いアドバ

イスをしあい書く活動の楽しさを実感することができる。また、読み手からの意見を知る

ことで、多種多様な読みがあることや、自分の物語の改善点に気付くことができる。 

『伊勢物語』は和歌を中心に展開する歌物語である。しかし、生徒にとって和歌単独で

は内容を理解するのは難しいものだ。そのため、和歌そのものの意味を理解させるのでは

なく、あくまでも物語の中で、その和歌がどのように活かされているかを考え、日本文化

における和歌と散文の持つ役割の違いについて理解し、物語を創作する力を育む。 

 

４－７－４－３ ICT の活用について 

 本教材では、ロイロノートを活用する。時数を三時間と短く設定したため、物語を書く

に当たって手書きよりも文章の削除や移動が容易にできる、ICT を用いる方が効果的であ

ると考えた。また、タブレットで文を作成することで、机の上でワークシートとタブレッ

トを同時に閲覧することができるため創作活動が行いやすいと考えた。『読書会』を行う

際にも、タブレットは書式が統一されており見やすいという利点が挙げられる。 

 

４－７－４－４ 学習活動 

【第 1 時】・「筒井筒」冒頭と和歌二首を、物語創作のポイント 2 点を抑えながら振り返

り、物語の構想を練る。 

・修辞法を振り返り（※授業時には削除）、表現方法を意識しながら物語の書

き出しを創作する。〔ロイロノート〕 

【第 2 時】・視点の切り替えの効果を学ぶ。 

・風景描写・人物描写の効果を学び、歌物語作成に活用する。 

・物語を書き進める〔ロイロノート〕 

【第 3 時】・物語を推敲する。〔ロイロノート〕 

・『読書会』を行う。（コメントは付箋紙を使用） 

・コメントカードを参考に改善点を考え、自身の文を見つめ直す。 
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４－７－４－５ 読書会 

 本教材の活動のてびきに、「創作した物語を発表して相互評価し、改善点を考える」こ

とが示されているため、発表の方法（言語活動）として、『読書会』を設けることにした。

ここでの『読書会』の定義は、お互いに書いた歌物語を読み合い、コメントカードを通し

て良い点や改善点を伝え合う活動とする。 

 

４－７－４－６ コメントカードの目的 

コメントカードは、ロイロノートに作成した歌物語に書き込みをされたくない生徒への

配慮の意味がある。またロイロノートに書き込んだ場合、他の生徒も影響を受けて、同じ

ような指摘やアドバイスになることが懸念され、カード（付箋紙）を使うことにした。 

第 3 時では、友達からのコメントを基に、評価された箇所には蛍光マーカーでラインを

引き、改善の余地がある箇所には印をつけて、修正の書き込みを行ってもらう。 

 

４－７－４－７ 授業実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－７－４－８ 授業後の振り返り 

授業者 NK のコメントと、授業を受けた学生の振り返りの一部を紹介する。（下線は桃

原によるものである） 

 

【授業者：２班 NK】 

・ICT を用いることの効果や、紙ではできないことを考えるのが難しかった。しかし ICT

と紙の両方の利点をうまく取り入れながら一つの授業にできたと思う。 

② 

【コメントカード】 

―工夫されている点― 

・情景が分かりやすかった 

・情景描写がきれいに書かれていた 

・いずれは見慣れた…の表現がいい 

 

―アドバイス― 

③ 
コメントカードを読み、自分の作品のい

い所や改善点を考える。 
・いい所には蛍光マーカーでラインを引

く。 
・改善箇所は○で囲み、推敲した文を書

き込む。 

① 

・起・承・転・結ごとにシートを分ける。 

・和歌を用いる箇所は★で示す。 

・「承」のシートに★がついている。 
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・書き始めたら世界観は自由なので、手が進む学生が多かったが、最初の説明を理解する

までに時間がかかって大変だった。 

・物語の設定（登場人物二人の関係性）はある程度皆同じになるが、ポイント（伊勢物語

の歌物語としての和歌の意味）を踏まえるとそれは正しい現象？だと考えられる。 

・感想の中に、最後に読書会があることで面白い？物語を書きたい意欲が湧いたとあり、

「読書会」を設けた意義と合っていて嬉しかった。 

・真剣に何日もかけて作成した指導案だからこそ、自分たちの思いがあって変更するのに

抵抗もあったが、自分のための授業ではなく、生徒のためなのを忘れずによりよい授業を

考えていきたい。（知識の確認としての「修辞法の振り返り」を削除したことを指す） 

 

【学習者：１・３班】 

・確かにすぐ消し書きできる点では良かったが、「物語を作る」「書いている」という実

感があまりなかったと感じる。（1 班：AM） 

・ICT 活用の観点から見て、分からない生徒への対応を机間指導の際にしてくれて、置い

ていかれるようなことは無かったです。また、文字を手書きではなく、パソコンの文字に

起こすことで、読みづらさもなかったし、小説の活字を読んでいる感じで入り込めました。 

作品作成の工夫として、初めに自分が何に心躍るのかを考えました。次に LGBTQ も入

れたほうが良いと考え（例文から）、最後は少しモヤっとする終りの方が考えさせること

ができると考え、そういう風に書きました。（1 班：KA） 

・自分の学習の成果が目に見えることが国語科の授業にはあまりない気がしていたけど、

ロイロノートを使って物語を作ってみて、読書会で自分の作品に対してのフィードバック

ももらえたので、成果が目に見えた感じがして楽しかったです。 

私はあまりスムーズに物語が書けなくて、少し焦ってしまう場面がありました。書かな

いと進まないので、そこの手立てが難しいのかなと思いました。活動は本当に斬新で楽し

かったです。（3 班：IS） 

・ロイロノートの扱い方は難しかったが、手書きでない分、書く負担は減って効率的に文

章を書くことができた。またロイロノートを使うことでコメントも消したい部分だけ消す

ことができ、振り返った時にもまとまりある文として読みやすい。 

「筒井筒」の二首を引用しなければいけなかったので、二首の内容を意識しつつ、自分

の作文内容も意識しなければならなかったので、文章構成や内容理解を頑張ることができ

た。（3 班：SM） 

 

以上から、授業者は教材の特徴を基に、効果的な ICT 活用の方法を考えて授業実践した

と言えるだろう。「ICT と紙の両方の利点をうまく取り入れながら一つの授業にできた」

という振り返りからも、ICT の長所と短所を踏まえ、主体性を重視した授業づくりをした

ことが分かる。主体的・対話的な学習として「読書会」を設けたが、ICT ではなく付箋紙

を使った点などは、学習効果を最優先に考え選択したものと言える。 

学習者の振り返りからは、ICT 活用のねらいが充分伝わる授業であったことが読み取れ

る。 

「「物語を作る」「書いている」という実感があまりなかった（AM）」「小説の活字
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を読んでいる感じで入り込めた（KA）」からは、ICT により書くことの苦手意識が軽減

され、読み手のイメージ喚起にも役立ったことがわかる。 

一方「実感を伴わない創作活動」の指摘と捉えた場合、アウトプットの方法（手書き・

ICT）と思考の在り方も念頭に置き、授業づくりをする必要性を指摘していると言える。 

 

４－７－５ まとめ 

今回のシラバス開発と授業実践を通して、学習指導要領の用語の知識を授業づくりにど

う活かすのか、教科書をどう使えばよいのか、漠然とした理解の中で模索する学生の姿が

明らかになった。 

「国語科教育法Ⅰ」で学んだ国語科教育学の不易の基礎・基本と、学習指導要領の基礎

的な知識を、具体的な指導案作りに活かすためのステップが必要だったのだ。その役割を

担ったのが『“新しい”教科書の使い方』である。『“新しい”教科書の使い方』をテキ

ストとすることで、教科書観の転換が図られ、指導案作成上の課題解決にもつながった。

見方・考え方を働かせるために、教材研究の重要性をより認識するようになった。教科等

横断的な視点も育まれてきている。 

また、教職課程科目「教科の指導法に関する科目」では、情報通信技術の活用も含まれ

ている。「国語科教育法Ⅱ」でも到達目標の一つとして、「③情報機器の操作等に習熟し、

授業実践に活用できる。」を設定している。しかし 15 回の講義では情報機器に触れる時

間も限られ、習熟や活用のレベルには至らない現状があった。『すぐに使える学習者用デ

ジタル教科書活用事例集』をテキストとすることで、デジタル教科書の機能や活用法の全

容を短時間で把握し、個別最適な学び、協同的な学びのツールとして活かす意識を持たせ

ることができた。今回の２班の実践は高校教材を対象にしており、デジタル教科書は使用

していない。しかし『デジタル教科書活用事例集』の内容をふまえることで、学習支援ソ

フトウェアを効果的に用い、言語活動を共同的で魅力あるものにすることができた。 

以上のことから、教材研究や指導案作成のスタート時に、新しい教科書観を培い、デジ

タルの強みを活かす視点を持たせられたのは、本質的な学びを創る上で有益であった。一

方、ICT の効果的な活用を検討するなかで、授業における教師の存在意義の指摘も挙がっ

た。自身の教育観、授業観、生徒観と出会えるのも、これら研究成果物が持つ可能性の一

つだろう。テキストとして知識を受容するだけでなく、授業に対する見方や考えを出し合

いながら、本質に迫る授業づくりや、効果的な ICT 利用を検討し合う、「活用を目的とし

たテキスト教材」にしていきたい。 

 

文献 

『“新しい”教科書の使い方―よりよい授業づくりのために―中学校』教科書研究センタ

ー，令和 5 年 8 月 

『すぐに使える学習者用デジタル教科書活用事例集 中学校編』教科書研究センター，令

和 6 年 3 月 

『高等学校 標準文学国語』第一学習社，大塚常樹ほか著，令和 4 年 3 月 15 日文部科学

省検定済
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４－８ 兵庫教育大学におけるシラバス改訂と授業の実態・成果（西田太郎） 

 

４－８－１ シラバス改訂 

兵庫教育大学では、学部 4 年次を対象として「国語科授業研究」を開講している。シラ

バスでは、「国語科教育の理論と実践の架橋を目指す科目です。教材選択の目的・理由・

意義を考え、授業の方法に自覚的になるために、自明の教材観、指導観を問い直すような、

やや理論的な講義をおこないます。」とアナウンスし、国語科教育におけるこれまでの学

びを実践的に総括するような内容である。 

 この科目おける第 2 回は、「国語科教育における学習材の在り処」という題タイトルで、

教科書に掲載される題材や学習者相互の発話・記述、掲示物など、どういったものが学習

材として国語科教育を支えているのか学ぶ機会を設けている。その際、学生は国語科の教

科書を確認しながら授業を受けているが、教科書はあくまで題材を提供する媒体として認

識していた。 

今回はこういった第 2 回の内容に「―教科書（デジタルを含む）の活用を切り口とし」

といったサブタイトルを加えた。学生が、教科書が単に題材を提供する媒体ではなく、学

習内容を整理し、学び方を提示するものであり、学習者にとって最も身近な学習材である

ことを認識していく機会とした。 

 

４－８－２ 改訂に伴う授業の実態 

 ここでは、「国語科授業研究」第2回の授業の実態を学生の反応を中心に示していく。 

 

〇日時 2024年10月10日（木）4限 

〇対象 兵庫教育大学 学部4年 32名（出席は24名，8名は実習中） 

 

〇実践の様子 

本時は、先述したように国語科教育において学習の媒体となるものを大まかに捉えた上

で、教材の特性、学習者の実態、実現可能な指導方法等を関連づけた実践を検討するもの

である。前半は、教室での学習をつくる様々な媒体に着目し、教材・学習材について視野

を広げるように促している。特に教科書、教師の発話や提示物、学習者の発話を取り上げ、

「何を」「どのように」学ぶことができるものなのか、という問いをもたせた。この前半

を受け、後半では教科書紙面を取り上げ、教科書を活用した学習の在り方を検討している。 

後半での教科書の使い方に関する実践は、次のような展開で行っている。 

（１）国語科教科書紙面の特徴を捉える 

（２）「読むこと」の紙面から「何を」「どのように」学ぶことができるのか考える 

（３）「書くこと」の紙面から「何を」「どのように」学ぶことができるのか考える 

（４）学習のまとめを Google フォームで提出する 

 

（１）国語科教科書紙面の特徴を捉える 

 国語科の教科書紙面の特徴については、学生が国語科の教科書（小学校四下、光村図
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書）を読みながら、紙面の内容や構成から分かる特徴を探している。使用する教科書は、

学部 1年で履修する「初等国語科教育法」において指定されている。 

個々の学生が気づいた特徴を

発表形式で共有した後、まとめ

として各領域における紙面の差

異や国語科の特性を加味した紙

面の在り方を整理している。 

 その中で他教科の教科書を想

起させながら、国語科の教科書

の特徴として「確定的な学習計

画を提示していない」ことを強

調している。 

 

（２）「読むこと」の紙面から「何を」「どのように」学ぶことができるのか考える 

 全体的な特徴を捉えたところで、「ごんぎつね」単元から「読むこと」における教科書

紙面から具体的に特徴を検討している。ここで扱った頁は、扉・本文冒頭見開き・手引き

である。検討はグループワークとし、「何を」学べる情報が提供されているのか、それを

「どのように」生かしていくのか、話し合いを通して見出している。話し合いの後、グル

ープ毎に発表を行い、全体共有を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「国語四下 はばたき」pp32-35，光村図書出版，2014年） 

多くの学生が手引き頁の情報量の

多さについて新鮮な反応を示してい

た。改めて細部に注目したことで得ら

れたものだと考える。また、本文の内

容に関する情報よりも、学び方に関す

る情報が多く扱われていることが明ら

かになっていった。 

 発表の中では、教科書紙面に提供さ

れた情報をしっかりと扱いきれるのか

という実践上の不安も聞かれた。その
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ため、学習デザインや学習者集団の実態に応じた教師の取捨選択が重要であることを確認

した。特に、1 単位時間での学びと単元全体での学びを意識させた。 

 

（３）「書くこと」の紙面から「何を」「どのように」学ぶことができるのか考える 

 「読むこと」の紙面に対する検討を経て、同様の流れで「書くこと」の紙面を扱った。 

 学生が「読むこと」との紙面

の差異を実感し、学習展開や学

習活動の示され方に着目してい

た。具体的な指導場面をたずね

た際には、教科書通りに進めて

いけばよいといった発言が多く

あった。ただし、書く話題や相

手の設定が教科書の設定とは異

なる可能性までは熟慮されてい

なかった。 

 

（４）学習のまとめを Googleフォームで提出する 

 ここまでの学習のまとめとして Google フォームで次の三点を入力し、授業を終えてい

る。まとめていく際のツールとして、教科書の使い方冊子の該当頁を活用するように促し

ている。 

 ①「読むこと」単元において教科書の「何を」「どのように」活用していくか 

 ②「読むこと」単元において教科書の「何を」「どのように」活用していくか 

 ③教科書の使い方に関する内容を受講した感想 

 

 以降、Google フォームへの記述から傾向を整理し、教科書の活用についての学生の意識

を分析していく。 

 ①「読むこと」単元において教科書の「何を」「どのように」活用していくか 

 「手引き頁」に関する記述が多く、「読むこと」の学習を進める上で活用場面を含めた

意識が見られる。 

「手引き頁」にあるどの部分を扱うといったところまで想定した記述もあったことから、

授業内で取り上げた情報過多による学習者の混乱を防ごうとする意識が引き継がれている

ことが影響していると考える。また、「手引き頁」を活用することで単元の流れを学習者

につかませたいといった記述もいくつか散見された。学生が、学習者の主体的な学びを重

視し、読みの学習においても学習者が自ら学習を進めていくような展開を期待しているこ

とがわかる。 

 ②「読むこと」単元において教科書の「何を」「どのように」活用していくか 

 教科書紙面のどの部分をどのようなタイミングで活用していくのかというフォームの問

いに対して、具体的に述べていく記述が多くみられる。これは、①での「手引き頁」に対

する傾向と同様といえる。加えて、「書くこと」の学習の特性を踏まえ、書かせる話題や
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学習者の実態に応じて紙面の情報提供を工夫していこうとする姿勢も確認できる。 

 ③教科書の使い方に関する内容を受講した感想 

 教科書紙面の活用という考え方そのものに興味関心をもち、教師になった際に生かして

いきたいという授業内容への肯定的な反応が多くみられた。 

 注目したいのは、本授業の内容を教育実習前に学んでおきたかったという記述が多いこ

とである。本科目は 4年次生を対象としていたため、実習はすべて終了していた。学生の

立場からいえば当然の感想であろう。教育実習以前にこういった内容を学ぶ機会を設ける

必要性は、シラバスの修正において重要な示唆であると考える。 

 

４－８－３ 改訂に伴う授業の成果 

 シラバス改訂に伴う授業は、学生が国語科の教科書をいかに活用するのかという意識を

もつことを実現している。もちろん、実際に学生がどういった実践を展開するのかは不明

だが、少なくとも身近な学習材として教科書を認識しているため、題材が掲載されている

紙面以上の活用が期待できるだろう。その際、効果的であったのは、学生が教科書紙面を

どのように活用するか検討する機会を設けたことだと考える。学生たちが意見交換の中で、

紙面の内容や構造を把握することができた。 

 また、学生が指摘する授業時期が物語るように、教科書を活用できる実践的な場面を設

定することが有効だろう。国語科教育法等で実施されている模擬授業のような活動に結び

つけることが想定される。 

 

【資料】Google フォームでの記述 

①「読むこと」単元において教科書の「何を」「どのように」活用していくか 

・単元の流れの部分（pp.32-33）を授業ごとに確認しながら子供達が見通しを持てるよう

に活用していく。 

・ふりかえろうの内容を授業の学習内容に応じて振り返りしたり、自己評価するときに活

用していく。 

・「単元の流れ」を「子どもたちが自立した学習ができるように」活用していく。自律調

整学習が流行になってきている中で、どうやってそのような授業を行えばいいか分から

なかったため、「単元の流れ」を活用すれば良いということがわかった。 

・教科書に書いてある問いや流れをそれ通りの授業にするのではなく、授業づくりに参考

にしていきたいと考える。 

・問いをもとうを使って、音読する際にどこに注目して読めばいいのかを先に伝えて、集

中して読んでもらう。 

・p.32 の目標の部分に書かれてある、情景や場面の様子が分かる表現に着目する、の部分

を意識させるために、物語の学習に入る前に提示して、表現に注目させることに活用す

る。 

・新出漢字を漢字ドリルの代わりに使用することで、漢字の活用例と物語がリンクして覚

えやすくなるのではないかと感じた。教科書に注目してほしい点が明確に何度も記載さ

れているため、児童が授業の中で常に意識することができるのではないかと考えた。 
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・手引きページを授業を展開していく中での軸として活用していきたい。具体的な内容は

示されているわけではないが単元の大きな枠組みは示されているので、そこに私が具体

化していき目標と授業内容に違いがないようにしていきたい。 

・「見通しをもとう」のところを第一時の授業に活用し、その中の目標を単元を通して度

々立ち返るようにする 

・教科書の単元の進め方の部分を見て、児童に何に着目させるのかを決める。そして、ど

のような問いかけをすれば良いのかを考える。 

・「とらえよう→ふかめよう→まとめよう→ひろげようの流れや問い」を参考にしながら、

「子供の実態に合わせた問い作り」に活用したい。 

・学習の見通しを持てるように、単元の流れを把握して授業を作ることが大切だと思った。

また、物語を読む上で、着目すべき心情の変化や、情景描写の表現などのヒントが書か

れているため活用したいと思った。 

・「読むこと」における流れ（pp.32-33）を活用したいと思った。全く同じ内容で行うに

は児童生徒の様子が関わってくるため難しいので、「とらえよう」から「ひろげよう」

までの流れと、下の例を合わせて活用しつつ授業を展開したい。 

・「ふりかえろう」の部分を「毎授業の中での問い返し」として活用したい。児童の発言

に応じて、問いを使い分けたいと考える。「これまでの学習」の部分を「授業の導入」

として活用したい。児童生徒がノートを振り返ることで本時への関心を持つことをねら

いとしたい。 

・「学習の見通しをもつ」のページを生徒がどのようなことに気をつけて学習していけば

よいかの手立てをつかませられるように活用する。 

・単元の流れをこどもたちと授業の見通しをたてるために活用していく。ただ、子どもた

ちの興味をひく導入を考える時点では子どもたちには伏せておきたい内容だと感じた。 

・見通しのページの問いや目標をもとに、児童の実態に合わせて変えながら授業を進めて

いく形で活用したいと思った。その際に、見通しが書かれているページに毎時間戻って

何を目標にしてどのような部分に意識して読むのか、児童と確認しながら授業を進める

ようにしたい。 

・「手引きページの単元の流れ」を学習を始める際に「子どもたちが見通しをもって学習

できるように」活用したい。見通しがもてないとやる気が出なかったり不安になったり

する子どもは増えていると思う。一つ提示してあげるだけで 7 時間、8 時間の授業の意

味が大きく変わると思うから。 

・「問いをもとう」や「目標」はそのまま利用して、児童が教科書を見て目標を意識でき

るように活用したい。その後の流れは指導要領の目標などと照らし合わせながら活動を

考えていきたい。 

・単元に入るきっかけの話題について、教科書の「これまでの学習」を参考にし、過去の

学習単元で学んだことを振り返り、本時の学習に繋げていくことができると考えた。ま

た、最も学習すべき主題について「学習の手引き」から引用し、題材の単元学習の大枠

を自分自身で考えず、教科書から掴むことができると感じた。 

・学習活動に対応したノートの例等のヒントを子どもの実態に合わせて活用していく。国



- 66 - 

語が苦手な子どもは自分の言葉で書くことにハードルの高さを感じると思うので、書く

ための手がかりとなるような言葉や例を教科書の手引きをもとに用意しておく。 

・「読むこと」単元において教科書が挙げてくれている問題やテーマを児童の実態に合わ

せて活用していくことを学びました。実際に授業をするときに教科書に書かれている膨

大な情報の全てを活用することはできないと実習や模擬授業の中で感じていたので、教

師がその中から選択して活用していかなければならないと知り、頭の中を整理すること

ができました。 

・最後らへんに書いてある「ふりかえろう」にある「知る」「読む」「つなぐ」の三つを

それぞれ場面に応じて活用していきたいと思う。「知る」の部分だと毎時間進んだ時に

問いかけることで、ただ進んだだけにならず、何を考えて授業を受けるかというヒント

になると思う。「読む」と「つなぐ」であれば、自分たちが授業を受けて書いたこと考

えたことに理由付けをすることに繋がり、その行動がこの先の学習でも活かせることが

できると思った。 

・表紙にある「読む」の単元目標や題名の横の問いかけを、最初の音読前に教師側から少

し触れることで、児童が何に着目して聞けば良いのかを観点を明確にするために活用し

たいと考えた。また見通しページ「問いをもとう」の部分を授業内で意識できるように

提示したり、振り返り活用したい。 

 

②「書くこと」単元において教科書の「何を」「どのように」活用していくか 

・文章を書くうえで、番号付けされているものを子供達が安心して授業を受けれるように

活用していく。 

・p.84 のリード文で単元において何を意識して書くのか、誰に向けて書くのかを確認し、

よりわかりやすい文章を書くことを意識させるときに活用していく。 

・「誰に向けて書くのか」を「対話的な活動に」活用していく。誰に向けて書くのかを意

識して書かせる活動をすることで、子どもたちが書くことに対する苦手意識がなくなる

と思う。こういった書く活動は小学生のうちからしていないと、年齢が上がるにつれて

どんどんと苦手意識が強くなっていくと思うため、活用しようと思った。 

・書くことについて、テーマや書く順序、構成を生徒や児童にわかりやすく、より具体的

な例を用いて活用したい。 

・見通しをもとうを使って、どの手順で書けばいいのかを指導する。もし学校を休んだり、

その授業を聞いていない生徒がいても、何をすればいいのかが教科書に書いてあると言

うことを伝える。書くことが苦手な生徒への手立てとして利用する。 

・見通しを持とうの部分を使って、どのように文章を作っていくのかをいつでも確認する

ことができるように活用する。 

・読むことの単元よりも記入例や発言方法などが丁寧に示されている点を、子供が主体的

に活動できるサポートブックのような活用ができるのではないかと考えた。QRコードが

載っているため、情景や状態をイメージしにくい児童にとって視覚的な支援となると考

えた。 

・示されている活動内容を参考にして授業を展開していきたい。全てを従うのか少し変える
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のかは子どもの実態や文章の文字数、書く相手によって変わるとは思うが、大基となる展

開は変わらないと思う。それを基に子どもたちにだれに伝わるように工夫して文章を作っ

ていくのかなどのような目的を自分なりに持たせて授業を展開していければいいと思う。 

・「つなげよう」の感想を伝え合う対象を子どもたちの作文を書く目的意識が持てるよう

に活用する。 

書くことに対しては学習内容が具体的に書かれているため、教科書にそって順序立てて

授業に活用したい。例文を使ってしまうと児童の考える活動を奪ってしまうと感じるた

め、例文のところは触れずに進めたい。 

・「p.84 の下の見通しをもとう」を授業内で示すことで、「見通し立てながら行う主体的

な学習を進める授業作り」に活用したい。 

・書くことについては、文章のテーマや文章を伝える相手についても教科書に記載されて

いるためうまく活用していくことが必要だと思った。理由や例を述べるときの言葉も、

載っており児童に紹介しながら授業を進めていきたいと思った。 

・教科書のテーマは活用したいと思う。授業で述べられていたように、読んでもらう対象

を「クラス」に固定してしまうと書く意欲の低下や内容の雑さが目立ってしまうかもし

れないため、対象はその時々の児童の様子に合わせて変えて文章を書かせたい。 

・「目標」の部分を「授業はじめの見通しを持たせる」ことに活用したい。何をしている

か分からなくなる児童がいないように、目標を明確に伝えたい。また、書く活動が終わ

った際の振り返りにも活かせると思うため、常に児童に意識させたいと思う。 

・文章例を、実際に生徒が自分の考えを書けるように活用する。文章例の中で特に重要な

部分（今回の講義の中の理由や例を挙げている部分など）に線を引くなどして取り上げ、

説明することで生徒が書くように指導していきたい。 

・活動内容が明確で自立的な学びをするために必要な情報が細かく記載された教科書であ

ると感じた。誰に向けての「書く」活動をするのかが明確になっていることはとても重

要なポイントであると考える。たとえ誰に向けての活動かを示された通りには行わない

としても、教科書内で示されていることによって書く活動の際に意識できるとおもった。 

・作文のテーマや誰に向けて書くのかという対象が今回の「書く」単元には指定されてい

たので、そこの部分をもとに児童の実態に合わせて変えたりして活用できるようにした

いと思った。 

・「学習の流れ」を「テーマ等には拘りすぎず、柔軟に」活用したい。学習の流れが分か

っていれば子どもたちは活動しやすくなる。書く単元は子どもたちも敬遠しがちだと思

うが、流れが分かっていればなんとなくやる気にもなると思うから。ただし、テーマも

全く同じにしてしまうと、考えることをやめてしまう可能性もあるかなと思うので、テ

ーマに関しては柔軟に使い分けたい。 

・「目標」を利用して、授業の見通しを立てることができるようにすることに活用してい

きたい。最終的に読む人にわかりやすく伝わるような文章を書くためにどうするのかを

児童たち自身で考えることができるようにしたい。 

・教科書がテーマごとにページを大きく区切って作ってくれているため、子どもたちと教

科書を見ながら順番に活動を進めていっても、ページで内容が区切れているため、さき
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さき進むことがなく、全体で活動ができると感じた。実際に子どもたちに書く活動に取

り組ませる際にも、文章の構成が苦手な子どもも教科書の例を見ることによって作成し

やすくなる手助けに使うことができると考えた。 

・書いたものを発表する相手の設定を場合に応じて変えていく。今回はクラスのみんなで

あったが、発表する相手によって違うアプローチになることを学ぶためにも活用して場

合によっては対象を変えていく。 

・「書くこと」単元において教科書で具体的に書かれている手順を活用したいと思いまし

た。児童にとって何をすればいいのかわからないことは非常に辛いことだと思います。

そのため見通しや活動への理解を促すためにも、教科書の具体的事例に触れたいと思い

ます。 

・カード例などの例を今の教育と照らし合わせて活用していきたいと思う。今回はカード

に書いていく例だったが、現在は 1 人一台のタブレットを持っているので、場合によっ

てはそれを使ってまとめていくことをしてみたい。また、誰に向けてなのかも大きく関

わってくるので、クラスへの発表だとタブレットでいいかもしれないが、他学年などに伝

える活動をもしするのであれば、打ち込むよりもカードに書いて大きな模造紙に貼り付け

るなどした方がいいと思う。そのため、誰に向けてなのかもうまく活用していきたい。 

・「見通しをもとう」の部分で単元の見通しを児童とともに確認することで、児童自身が

学びを進めていけるように活用したい。学習活動が明確にされ、例なども丁寧に記載さ

れているため、重要であることを押さえることで、児童自身が学びを進めることができ

るのではないかと考えた。 

 

③教科書の使い方に関する内容を受講した感想 

・実習に行く前に聞けていたら自分も子供も安心する授業作りができるのではないかと感

じた。 

・小学校実習前（３年次）に学習することでより授業の全体計画や何を学ばせたいかがわ

かりやすくなると思った。 

・小学校の教科書だけでなく、中学・高校も取り扱ってほしい。参考になる点はたくさん

あったが、高校の国語の授業に関する講義がなかなかないため、現場に出るのが不安 

・教科書の使い方の講義はとても参考になっておもしろかっま。早めにやっておけば、これか

らの授業や実習で教科書をみる機会が多くあるため大きな学びにつながると思いました。 

・今まで、教科書の使い方について考えたことがなかった。今回教科書をじっくりと見て

みて、さまざまな工夫がされていると気づくことができた。児童が自立した学習になる

ように授業を考えてみたいと思った。 

・実習でも教科書の見方について考えることはなかったので、新しい学びばかりだった。

もっと他にもどんな教科書の使い方があるのか知りたい。 

・教科書について比べたり、細かい部分について考えてみたりする機会があまりなかった

ので教科書の隅々までみていきながら、どのように授業へ活用していくのかを考えるこ

とはとても楽しかった。国語の授業を組み立てるときに、教科書のどの情報を活用し、

どの情報を省略していくのかについてもイメージしながら教科書を見ることで、人それ
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ぞれの面白さがあるなというように感じた。 

・小学校実習や中学校実習前に知りたい内容だと思う。特に小学校の実習は担当教科以外

の授業も行うため、苦手科目の授業を考えることはとても難しいと感じた。そのため、

授業方法や教材研究方法、教科書の使い方などをより丁寧に早い段階から教授してほし

いと感じた。 

・教科書の細部にまでこだわりを持って作られており全てに意味があるということを今回

学び、私一人だけでは見つけられないような視点を多く得た。注目点が同じでもそこに

どんな意味を持たせるのかは捉える人次第であるし、子どもが同じ注目点を読んで教師

と同じ意味を捉えられるとも限らない。子どもたちがすること全てを説明しているよう

では自立的な学びにはならないが、言わなさすぎてもやることが分からず結局無意味な

時間を過ごしてしまったりするので、どこまでリードをしたり言葉で補助するのかの塩

梅がまだまだ難しいと思った。 

・教科書に書いてあることを分析してどのように使うかを考えることはしたことがなかっ

たので、教師になった時に教科書を前よりも有効的に活用できそうだと感じた。学習計

画にあたる箇所がなぜ子供たちの教科書にもあるかについても考えたことがなかったの

で、今回学んだことで子供たちが自律的に学習できるような手立てを考えていく必要が

あるなと考えるようになった。 

・教科書の使い方は実習でしか教わることがなく、逆に実習先では大学で教えてもらって

ない？と聞かれることが多いため、実習前に教わりたかったということが本音です。しかし、

来年から教壇に立つという立場の 4 年次で学ぶことができてとても参考になりました。 

・講義内での教員が教科書を軽んじると、子供達も教科書を軽んじるという言葉が心に残

った。教員となり時間に追われたとしても教科書を甘く捉えることなく、研究する時間

の確保を大切にしたいと思った。教科書をどう使うかという講義は新鮮であったが、具

体的な分実践的でとても参考になった。できれば実習前、教採前に受講したかった。 

・教科書の使い方について実習前に知りたかったと思った。実習中は使い方がわからない

まま見よう見まねで授業を作っていたため、大学の授業の中で教科書の使い方について

丁寧に教えてもらうことは大切だと思った。実習中は教科書や指導書ではなく、ネット

で検索した指導案を見ながら授業を作っていたため、教科書の使い方をもっと理解して

いればめあてを立てたり単元の一通りの流れなども教科書を活用して授業を作ることが

できたと思った。 

・教科書の細かな部分にまで作成者の意図が隠れていることが分かった。しかし、その意

図全てを授業に用いるには、児童生徒の実態がそれぞれであるために難しいと思う。な

ので、目標や活動例は参考にしつつ、その時々の学校の様子にあった授業を行いたいと

思った。教科書を細かく調べ意図を考える授業は、今まであまり取り組んだことがなか

ったため、教師になって時間に追われて授業が雑になってしまう前に学ぶことができた

のはありがたい。 

・「書く単元」で教科書を読んだり、教科書に沿って活動をした記憶がないため、教科書

には私の想像以上に細かい手順や書き方が掲載されることを知った。感想の例が書かれ

ていることに関して、私は教科書の例に影響されやすいためあまり好まなかったが、書
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くことに悩む児童がいた際に、書き方のヒントになることを改めて感じたため、例を載

せることは必要だと思う。教科書の例を使うと同時に、教員が伝わる書き方ができてい

れば例以外の書き方も OK であることを臨機応変に伝えることも、個人的には大切なこと

であると考えた。 

・書くの単元では教科書の手立てや見通しを使いながら違うテーマや伝える相手を変えな

がら学習を進めていくことができると思った。 

・「中学校実習の際に、教科書の使い方をもう大学で習ったと思うけど、」と指導教諭に

言われたことを思い出した。教育大学に通っているのに習っていないっていうことに対

して恥ずかしく思い、習いましたと嘘をつきました。大まかに知っていたけれど、しっ

かりと習ったとは言える授業は今までなかったのでありがたいです。 

・今まで教科書をどう使えばいいかよく学ぶことがなかったので、教員になる前に学べる

のはとてもありがたいと感じました。知っていると将来役に立つことしかないので、も

っといろんな情報を知りたいです。 

・教科書の使い方の授業がなければ、こんなにまじまじと教科書を見つめ読みこむことは

なかったのでとても面白かったし、工夫を知れば知るほど使い勝手もわかり、より良い

学習機会を子どもたちに提供できるのではないかなと思うから、もっと早く知りたかっ

たです。教科書について知れば知るほど授業作りへの取り組みも変わると思うので、実

習前等にあると良いなと思います。 

・個人的に「読むこと」における見通しの例はそのまま扱って良いと思いました。自身が

小学生だった時に物語文を読むのが苦手だったので、何を問われているのかがわからな

くなってしまった時に、整理されている教科書を見て考える方が子どもにとって考えや

すいのではないかなと思いました。 

・自分は子ども時代、学校の先生はなぜ手引き通りに学習を進めないのか不満を感じてい

たことがあったため、今回の授業を通して教師の裁量があったのだと感じた。また自分

が教員採用試験の対策をしていた時に教科書を大いに利用して指導案を考えていたたた

め、教科書に学習の手引きがあることは教師の手助けになると考える。 

・授業を作る際に手引きを参考にして枠組みを作ることが多かったので、今回受講してみ

て見るポイントやその意味について知り、今後に役立てられそうだと思いました。読む

こと、書くことそれぞれ範囲によっても書かれ方が異なっていてその違いにも気づくこ

とが出来れば授業もより良いものを作ることができそうだと感じました。 

・教科書をうまく使いなさいと実習でよく言われましたが、どこを見て、何を活用すれば

いいのかよくわかっていませんでした。そのため、今回の講義を通して具体的に知るこ

とができてよかったと思います。 

・今までここまで深く考えていなかったので、教科書を作ることの大変さを知ることがで

きたし、学習させることがとても詳しく書かれていることを知れて良かった。読んで考

えれば考えるほど使い方は多くあると思うので、そこも国語の面白さだなと思った。 

・教科書にどのような情報がなぜあるのかを考えたことが正直少ないため、とても有り難

かった。教科書を全て使うのではなくどこを活用するのかなど、クラスの実態に合わせ

た授業を考える必要性を改めて感じた。 
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５ 研究のまとめ 

 

 ここでは、『“新しい”教科書の使い方』小学校編・中学校編、『すぐに使える学習者

用デジタル教科書活用事例集』小学校編・中学校編等を教材として用いた大学における授

業シラバスの開発とその効果に関する各研究分担者の報告を概観し、その状況と成果につ

いて簡単にまとめる。 

 

５－１ 松本報告（玉川大学） 

 玉川大学教職大学院では、現職院生向けの「授業デザインの研究と実践」という科目で、

シラバス開発を行った。その第５回第６回講義のシラバスを改訂し、現職教員学生に、学

校における研修や行政における研修において教科書研究センターの研究成果物を活用して

どのような研修をデザインするのかを考えさせた。 

 改訂部分は以下の通りである。 

 

第５回『“新しい”教科書の使い方』の使い方 【講義・グループ討議・全体討議】 

第６回『すぐに使える学習者用デジタル教科書活用事例集』の使い方 【講義・グルー

プ討議・全体討議】 

  『“新しい”教科書の使い方』を読み、自分自身の教科書の使い方について振り返る

とともに、このテキストを用いた校内研修のあり方を考え、討議し、教科書の使い方を

含めた学習デザインのあり方についてこれまでに検討してきた内容をふまえ、改善すべ

き点を具体化し、指導案の改善につなげる。（第６回では『すぐに使える学習者用デジ

タル教科書活用事例集』を用いる） 

   

 学生による発表では、具体的な研修計画が提示され、発表は、Google Classroom で共

有され、次年度以降の授業内容、シラバスの充実につながるようにした。 

 院生からは、「教科書を開かずに使うこと」と「開いて使うこと」の２つの方向で使い

方を考えながら、自身の教科書の使い方を振り返る良い機会になりました。」というよう

な感想等が出され、教科書の使い方に目を向けた現職教員研究が必要かつ有意義であると

いう認識が深められた。 

 

５－２ 山口報告（敬愛大学） 

 敬愛大学教育学部では小学校教職課程２年生対象の「初等国語科指導法」のシラバス

開発を行った。もともと学習指導要領解説と、指定された学年の実際の教科書をテキス

トとしている。受講生に「手引き」をよりよく活用して授業ができるようになってもら

いたいいうと願いのもとに、『“新しい”教科書の使い方 小学校』を教材として活用

し、授業改善を図った。 

 

『使い方』を活用した授業の実施 

 2024 年度後期第７回の「読むこと②物語文」の次に第８回として実施した。 

 受講生に「ごんぎつね」の手引きの内容を自分で考えさせるような演習を行った。同
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学年の他教材の手引きを参考にしながら「ごんぎつね」の手引きを考えさせることで、

単元を通してどう読ませてどのような交流をさせるか考えさせる。教育実習に行く前の 2

年生には簡単な演習ではない。だからこそ自身の分からなさが強調され、手引きの事例

としての『使い方』から答えを探ろうとする。さらに『使い方』を読ませた後は教科書

の手引きも読ませ、その時間の演習全体を振り返らせる。 

 学生は次のような感想を書いており、この演習の有効性が確認できる。 

・今回ごんぎつねの学習の手引きを自分で組み立ててみて、全ての道筋がしっかりして

いないとだめだということを学びました。例えば、まとめようでごんぎつねの日記を書

くとなった場合、場面の移り変わりや自分物の特徴、心情の変化などを前の段階（たし

かめよう、くわしくよもう）で学んでなければ書けません。そのため、何事にもしっか

り手順を踏んで、難しい思いをさせるのではなく、スッキリとした道筋を示すことが国

語に苦手意識を持たせないためにできることなのかなと考えました。 

 

５－３ 小林報告（岐阜大学） 

 岐阜大学では、学部生 3 年次の授業科目「国語科教育法Ⅲ」のシラバス開発を行った。

そのうち、第３回第４回のシラバスを以下のように改訂した。 

 

第 3 回 書くことの指導過程：教科書研究センター(2023)『”新しい”教科書の使い方

”』（中学校編）を活用し、教科書教材における指導過程の基本を理解する。 

第 4 回 書くことの指導過程の取り扱いの課題：教科書研究センター(2023) 『”新しい

”教科書の使い方”』（中学校編）、教科書研究センター(2023) 『すぐに使える学習者

用デジタル教科書活用事例集』（中学校編）を活用しながら、書くことの学習の基盤にあ

る言語モデルに基づいて指導過程を検討する。 

 

 実際には、授業をデザインし、それを検討していくことになる。授業に固有の観点や考

え方について提案授業に基づいた検討を重ねながら、教科書の使い方について理解し、授

業者としての適切な教科書教材の用い方について考えられるようにした。 

提案授業後の協議、ならびにリフレクションにおいては、以下のような観点に基づいて

研究成果物を検討した。 

・書くことの領域の目的、内容の特徴 

・ジャンルの特徴、相互関係 

・授業の構想・授業実践・授業の振り返り、における使用 

・指導要領との関連 

・学習過程、具体的な文章例の扱い 

 

 リフレクションの考察からも、教科書の使い方の理解に基づいて、題材・資料の分析、

学習活動の位置づけを明確にするための検討がさらに求められてくることが理解されてい

た。また、文章例や情報収集といった複数のテクストを介して書くことの学習を進めると

ころにも授業に固有の学びが生じている。ジャンルによる違い、学習過程におけるジャン

ル間の関連も視野に入れた教科書の使い方の位置づけを行う必要があることが深められて
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いた。 

 

５－４ 井上報告（美作大学） 

 美作大学では、２年次の前期に開講される「国語科教育法」のシラバス開発を行った。

第１１回から１５回における５回の演習において、、「“新しい”教科書の使い方（小学

校）」をテキストとする。 

 演習での発表は 4 人グループで、15 分程度としている。教科書（今年度は、令和５年検

定の東京書籍の４年上と平成 31 年検定の東京書籍の４年下）から、「話すこと・聞くこ

と」「書くこと」「読むこと」の単元（教材）を選び、「“新しい”教科書の使い方（小

学校）」を参考にしながら、授業プランを発表し、検討するというものである。 

 学生からは以下のようなリフレクションがあった。 

 

   自分たちの考えを追加したり、評価方法を変えました。今までは教科書通り登場人物

の心情を読み取り、音読で表現するという内容だったけど、児童の中には考えたことをう

まく表現できない子どももいるから音読カードを作って、書き込ませることで２つの視点

から評価することができました。 

 

 『“新しい”教科書の使い方 小学校』に書いてある通りにスライドを作成していった。

教科書に書いてある学習の手引きについて詳しく解説がされていて授業をどのように組

み立てていくのか理解することができ、とても有効なものだと思う。 

 

  『“新しい”教科書の使い方（小学校）』に即しながら、実の場に向けて、必要なこと

を学んでいくという方向と、学びをつくるためにどんな具体的な活動を設定する必要があ

るのかを考えていったことがわかる。教科書のてびきに示されている活動を、アレンジし

ながら、具体的な活動を考えていくというのは、『“新しい”教科書の使い方（小学校）』

で示されている方向と軌を一にしていると言える。 

 

５－５ 佐藤報告（上越教育大学） 

 上越教育大学では、教職大学院の専門科目である「国語科学習デザイン論」でシラバス

開発を行った。専修免許状取得のための選択科目であり、教科及び教科の指導法に関する

内容である。対象を小学校、中学校及び高等学校国語の教員（目指すものも含む）として

いる。 

 シラバスは学部の教職科目に比べれば自由である。その第７回・８回で、学習過程をデ

ザインする際に、『教科書の使い方』『すぐに使える学習者用デジタル教科書活用事例集』

(教科書研究センター)を読み、教科書と教科内容の関係についても考えることとした。 

 受講生のリフレクションからは、教科書の特徴や工夫点として、学習者が見通しをもっ

て学び進め、学ぶべき内容が明確にしめされている点が挙げられており、一方で、学びを

丁寧にガイドすることにより、学習者の主体性や思考過程が阻害される可能性も指摘され

た。また、学習者の気づきや立ち止まりを促し、思考のきっかけとなるような教科書の工

夫を取り上げ、肯定的に評価している。中学校の教科書では、思考の枠組みや読みの方略
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などが記載されておりの学習者自身にとって認知的道具としての活用が可能になる工夫や

振り返りがルーブリックとして活用可能な点が工夫点としてあげられている。また、それ

らは教師の評価の資料としても活用できる。一方で、目標提示や前述のような記載が学習

者の主体的な学びを阻害する可能性があることも指摘している。 

 対象が大学院生であり、現職教員が多いため、『新しい教科書の使い方』『すぐに使え

る学習者用デジタル教科書活用事例集』自体を学びの対象とする展開ではなく、それらの

教科書に対する見方を参考に、教科書の工夫を自ら見つけたり、実際の授業でそれらをど

のように活用するかを考える展開をとった。学習者の主体性、相互作用、メタ認知を視点

としたときに求められる教科書のあり方を批判的かつ生産的に検討できるシラバスになっ

ていたと考えられる。 

 

５－６ 坂口報告（静岡大学） 

 静岡大学教育学部では、学部生向けの「中等国語科教育Ⅳ」という科目で、シラバス開

発を行った。第 9 回・第 10 回の二回の授業で扱うこととした。 

第 9 回は、参考書に挙げた『“新しい”教科書の使い方―よりよい授業づくりのために―

中学校』公益財団法人 教科書研究センター（令和 5 年 8 月）（以下、「参考書」とする）

の内容を共有し、教科書の活用について、授業構想や「書くこと」「読むこと」の各指導

段階に即した留意点を確認する。その後、改訂された検定教科書の出版社ごとの特徴を確

認し、指導における可能性と課題について討議する。 

第 10 回は、受講生の実習経験における教科書活用と授業構想について報告し協議する。

附属中学校と公立中学校について分担し、演習形式（発表・討議）で進めた。 

 授業およびリフレクションから以下の三点の意義と二点の課題が確認された。 

第一に、基本を明示する意義である。参考書とした教科書研究センターの成果物は、重

要点が端的に理解でき、説明も平易で実践に即している。 

 第二に、自らの学習経験や実習経験との比較の観点が明確になった。第一で挙げたよう

に、教科書の使い方の基本を改めて理解することで、比較対照という観点から、各受講生

の学習経験や実習経験が整理されることとなった。 

 第三に、教科書の使い方を選択する実践視点について考える機会となった。教科書の活

用は、学習者の実態のみならず各学校現場が目指す教育目標や研修目標等に関わり、選択

的に決定されるものである。また、授業の組み立て方や授業形態と密接な関連のもとで決

められるものでもある。この点を改めて総合的に考察する場となった。 

 課題として、教科書以外の教材や資料の考え方である。「教科の主たる教材」（参考書

54 頁）の「主たる」という点の理解は学校種、学習者の実態に応じても異なってくる。こ

の点をシラバスに盛り込む必要性がある。 

 もう一つの課題は、「教科等横断的な学習のための教科書の使い方」（参考書 48～53

頁）の理解と活用である。 

 以上二点の課題を踏まえ、次のようにシラバスを再訂し授業内容を補足する。 

第 5 回 国語科の授業設計１（思考力と探究学習） 

  →国語科の授業設計１（思考力と探究学習―教科書外の教材開発について―） 

第 8 回 国語科の授業設計４（読書と表現にひらく学習展開―） 
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  →国語科の授業設計４（読書と表現にひらく学習展開―学習者の学びの観点から―） 

 

５－７ 桃原報告（沖縄国際大学） 

 沖縄国際大学の教職課程では、各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む）に関する

科目「国語科教育法Ⅰ・Ⅱ」「国語科教育法演習Ⅰ・Ⅱ」のシラバス開発を行った。 

 授業では、全体にわたって関連する回にそれぞれの出版物をテキストとして活用する形

でシラバスを改訂した。、 

 『“新しい”教科書の使い方』に対する学生の反応としては、以下のようなものがある。 

 

・教科書の見方があまり分かっていないことに気がついて、とてもびっくりした。それ

と同時に、今まで受けてきた授業は、受け身になっていて、自分から教科書の内容を深

堀するようなことをしていなかった。 

・教科書の内容は、生徒が学びを深めるものであると思っていたが、教師の側も授業づ

くりや指導案作りをしていくうえで、沢山のヒントを与えてくれる材料にもなるのだと

感じた。 

 

教科書編集側の視点や意図、新しい教科書観の獲得により、教科書の見方が広がったこ

とが分かる。また重要用語や授業づくりのポイントは、教材分析や指導案作成の不安を払

拭し、授業づくりの方向性を示してくれるものとなっている。 

 

『すぐに使える学習者用デジタル教科書活用事例集』の感想には以下のようなものがあ

る。 

 

・それぞれの教材の内容に合った資料や映像が組み込まれており、文字だけでは分から

ない教材の内容理解をより深めるものになっていた。 

 ・デジタル教科書には書き込み機能があるため、直接考えたことなどをすぐに書き込

めるのが魅力。『盆土産』で初読の感想をＡＩに分析させ、そこからテーマを提示する

というのが、新しくて面白いと思いました。 

 

デジタル教科書のさまざまな機能を知ることで、教材の特徴に合わせて様々な活用がで

きることを見出している。 

授業では、さらにこうした知見を踏まえて、実際に授業デザインを行い、検討する演習

を行っている。 

国語教育学の基礎・基本と、学習指導要領の基礎的な知識を、具体的な指導案作りに活

かすためのステップが必要だったということがわかった。その役割を担ったのが『“新し

い”教科書の使い方』である。また、『すぐに使える学習者用デジタル教科書活用事例集』

をテキストとすることで、デジタル教科書の機能や活用法の全容を短時間で把握し、個別

最適な学び、協同的な学びのツールとして活かす意識を持たせることができた。 
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５－８ 西田報告（兵庫教育大学） 

 兵庫教育大学では、学部4年次「国語科授業研究」においてシラバス開発を行った。 

 そのうち、第 2 回講では、「国語科教育における学習材の在り処」というタイトルで、教科書

に掲載される題材や学習者相互の発話・記述、掲示物など、どういったものが学習材として国語科

教育を支えているのか学ぶ機会を設けている。今回は「―教科書（デジタルを含む）の活用を切り

口とし」といったサブタイトルを加え、『“新しい”教科書の使い方』『すぐに使える学習者

用デジタル教科書活用事例集』をテキストとし、学生が、教科書が単に題材を提供する媒体で

はなく、学習内容を整理し、学び方を提示するものであり、学習者にとって最も身近な学習材であ

ることを認識していく機会とした。 

 学生が教科書の活用の仕方を考える指標として、「書くこと」の紙面、「読むこと」の紙面を比

較して、それぞれの特徴を捉える機会を設けた。学生の理解の様子から、紙面に明確な差異がある

領域を提示し、編集意図や想定される学習活動を強調したことが功を奏したことがわかる。紙面が

提供する情報を捉えるからこそ、いかに用いるかという検討が可能になる。 

 学生の実態から、軽度のシラバス改訂であっても一定の効果を生み出すことができることが学生

の実態から示された。同時に、「今まで、教科書の使い方について考えたことがなかった」「実習

でも教科書の見方について考えることはなかった」といった授業感想から、教科書の使用が前提で

あるがゆえに、自発的に教科書そのものへの理解や効果的に用いようとする姿勢が生まれにくいの

ではないかと考えられる。 

 教科書の見方あるいは使い方は、安易に教師の創意工夫の範疇とせず、教員養成課程で得るべき

知識・技能と捉えるべきなのであろう。既存のシラバス内容を圧迫しない形でこれを実現するため

に、『“新しい”教科書の使い方』『すぐに使える学習者用デジタル教科書活用事例集』

のような情報媒体を活用することが有効である。 

 

まとめ 

 

 以上、各研究分担者の報告を概観してみると、学部２年から教職大学院までのさまざま

な科目においてシラバスの改訂が試みられ、それぞれ成果を上げていることがわかる。そ

れぞれの大学における教職課程関連科目の位置づけや受講生の特性というものがあり、簡

単な総括はできないが、いずれの試みにおいても教科書研究センターの研究成果物が大学

・大学院のテキストとして有効に機能することが確かめられた。以下、井上報告にあるま

とめを縮約引用し、まとめとしたい。 

 「教科書研究センターの研究成果物」は、教職課程教科教育関連科目の限られた時間で、

授業を行う教員として身につけておくべきミニマルを身につけさせることができるという

点で、光明となる。「読むこと」あるいは「書くこと」のプロセスが示されているので、

見よう見まねでやるうちに教科教育に関わる知識を蓄えていくことにつながる。 

 ただ、『“新しい”教科書の使い方』が、マニュアル化してしまうと、その先に、何も

たらさないであろうし、手引きをアレンジするという発想だけが独り歩きすれば、学習の

ハードルを下げる活動が設定されかねない。教材研究と学習者の本当の実態に即して、「難

しくて面白い」授業をつくるという基本的な考えを、学生たちに内在化させるよう努める

ことで、「教科書研究センターの研究成果物」が教職課程の中で有効に機能する。 
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